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舩
山　
　

仁
（
畔
藤
）

五
十
嵐
政
司
（
髙
玉
）

岡
田　
　

明
（
浅
立
）

加
藤　

秀
人
（
荒
砥
甲
）

長
岡　

幸
夫
（
畔
藤
）

海
老
名
喜
四
郎
（
滝
野
）

今
間　
　

雄
（
鮎
貝
）

竹
田　

茂
平
（
中
山
）

板
垣　

み
子
（
横
田
尻
）

衣
袋
庄
三
郎
（
畔
藤
）

樋
口　

和
子
（
荒
砥
乙
）

沼
澤
今
朝
夫
（
横
浜
市
戸
塚
区
）

白
鷹
町
蔬
菜
園
芸
生
産
組
合

白
鷹
町
誕
生
60
周
年
記
念
表
彰
者

白
鷹
町
は
誕
生
か
ら
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た

　

昭
和
29
年
10
月
１
日
、
１
町

５
カ
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
白

鷹
町
は
、
今
年
で
60
周
年
を
迎

え
、
10
月
５
日
、
あ
ゆ
ー
む
に

約
２
０
０
人
を
迎
え
て
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
さ
く
ら
の

保
育
園
園
児
の
お
遊
戯
が
披
露

さ
れ
、
式
典
で
は
、
12
個
人
と

１
団
体
に
60
周
年
記
念
表
彰
の

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
西
中
学
校
３
年
の
丸
川
岬

太
く
ん
と
東
中
学
校
２
年
の
齋

藤
遥
香
さ
ん
に
よ
り
「
未
来
へ

つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
元
総
務
大
臣

の
増
田
寛
也
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

「
人
口
急
減
社
会
に
向
け
た
地

方
再
生
」
と
題
し
て
、
記
念
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

町
誕
生
60
周
年
に
あ
た
り
御

厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
潟
県
長
岡
市　

様

東
京
都
三
鷹
市　

様　

陸
上
自
衛
隊
第
20
普
通
科
連
隊　

様

首
都
圏
白
鷹
会　

様

山
形
市
・
白
鷹
ふ
る
さ
と
会　

様

沼
澤
今
朝
夫　

様

白鷹町誕生 60 周年記念式典

丸川岬太くんと（左）と齋藤遥香さん（右）増田寛也氏講演会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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■問い合わせ　教育委員会　☎ 85 － 6146

　　　　　　　　　　1969 年　絵本『青い鳥』より

　ピエゾグラフによる

『いわさきちひろ展』
―  子どもの幸せ　みんなで楽しむ絵本の世界  ―

　夜の国で青い鳥をつかまえるチルチルとミチル

白鷹町誕生 60周年記念美術展を開催しています

◆期　間　10 月 26 日（日）まで
　　　　　午前９時～午後７時
◆会　場　白鷹町文化交流センター　あゆーむ

【ギャラリートーク】
　いつ   10 月 18 日（土）午後１時 30 分～

『白鷹町史』現代編　好評販売中です
　白鷹町誕生 60 周年を記念し、町の 60 年
のあゆみを綴った『白鷹町史』現代編を販売
しています。

◆販売場所　白鷹町中央公民館（教育委員会）
◆販売時間　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前９時～午後４時 30 分
◆販売方法　教育委員会において、代金と引
　き換えにご購入ください。予約は不要です。

　組回覧で購入の予約申込をされた方は、地
区公民館で代金と引き換えにお受け取りくだ
さい。
　自宅等への郵送を希望される場合は、教育
委員会（☎ 85 － 6146）へお申し込みくだ
さい。
※詳しくは、「広報しらたか９月 11 日号」4
　ページをご覧ください。

白
鷹
町
誕
生
60
周
年
記
念
特
別
講
演

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
飛
行
士　

星
出
彰
彦
氏
講
演
会

　

10
月
４
日
、
荒
砥
小
学
校
体
育

館
で
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
飛
行
士
の
星

出
彰
彦
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
町
誕

生
60
周
年
記
念
特
別
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

星
出
さ
ん
は
、
２
０
０
１
年
に

宇
宙
飛
行
士
と
な
り
、
２
０
０
８

年
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
号
」
に
よ
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
。
２
０
１
２
年
に

は
フ
ラ
イ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
４
カ

月
間
滞
在
し
、
講
演
で
は
、
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
生
活
や

メ
ダ
カ
の
飼
育
の
実
験
な
ど
、
滞

在
し
た
４
カ
月
間
の
様
子
を
映
像

と
と
も
に
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
宇
宙
で
は
ど
ん
な
星
を
見
た
の

で
す
か
？
」「
地
球
で
の
食
べ
物

と
宇
宙
食
で
は
ど
っ
ち
が
す
き
で

す
か
？
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
質
問

が
。「
星
出
さ
ん
の
夢
は
？
」
と

の
問
い
に
「
将
来
は
よ
り
多
く
の

人
が
宇
宙
に
行
け
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
夢
」
と
話
し
、
目
を
輝
か

せ
る
子
ど
も
た
ち
に
「
み
ん
な
も

自
分
の
夢
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま

し
た
。

　11 月８日（土）から 12 月 7日（日）には、
葛飾北斎「富嶽三十六景」展が開催されます。

【水彩画技法体験ワークショップ】
　いつ   10 月 18 日（土）午後３時～
※あゆーむまでお申し込みください。☎ 85 － 9071

【絵本の読み聞かせ】
　いつ   10 月 25 日（土）午前 10 時～
　「白たか子どもの本研究会」による絵本の読み聞かせです。
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使ったお金は

80億9,159万円

町税内訳 金額 構成比

町民税 5億1,625万円  5.9％

固定資産税 5億　547万円  5.8％

軽自動車税 3,932万円  0.4％

たばこ税 7,635万円  0.9％

入湯税 742万円  0.1％

都市計画税 3,951万円  0.5％

小　計 11億8,432万円 13.6％

決 算

特別会計・事業会計
会　計　名 歳　入 歳　出

十王財産区特別会計 143 万円 19 万円

下水道特別会計 6 億 6,413 万円 6 億 4,878 万円

国民健康保険特別会計 16 億 6,866 万円 15 億 9,277 万円

農業集落排水特別会計 1 億 4,241 万円 1 億 3,727 万円

介護保険特別会計 15 億 3,605 万円 15 億 1,131 万円

後期高齢者医療特別会計 1 億 3,671 万円 1 億 3,668 万円

水道事業会計＜収益的収支＞ 3 億 1,144 万円 2 億 7,243 万円

水道事業会計＜資本的収支＞ 1,049 万円 1 億　 951 万円

病院事業会計＜収益的収支＞ 11 億 3,639 万円 11 億 4,369 万円

病院事業会計＜資本的収支＞ 3,420 万円 1 億 5,567 万円

訪問看護ステーション事業会計＜収益的収支＞ 3,614 万円 3,255 万円

合　計（一般会計を含む） 144 億 1,364 万円 138 億 3,244 万円

※万円未満は端数調整あり

名　称 金　額

財政調整基金 10億  850万円

減債基金 2億2,429万円

公共施設整備基金 1億9,158万円

体育館建設基金 1億  828万円

福祉振興基金 1億　463万円

その他の基金 2億8,637万円

積立基金合計 19億2,365万円

歳出総額
80億9,159万円

歳入総額
87億3,559万円

特別交付税
 4億9,487万円

 5.7%

普通交付税
31億8,090万円

36.4%

災害復旧事業費
 4億1,747万円

 5.2%

普通建設事業費
10億7,155万円

13.2%

扶助費
9億7,371万円

12.0％

物件費
7億2,008万円

8.9％

維持補修費
2億3,057万円

2.9％

その他
（自主財源：繰越金・

諸収入など）
11億2,908万円

12.9％

国庫支出金
8億8,040万円

10.1％

県支出金
5億    133万円

5.7％

その他
（依存財源：地方譲与税・

地方消費税交付金など）
2億6,839万円　3.0％

任
意
的
経
費

依
存
財
源

自
主
財
源

義
務
的
経
費

主な基金（積立基金）の積立状況
基
金
と
は

　

町
の
預
貯
金
の
こ
と
で
す
。

財
源
不
足
に
備
え
る
た
め
の

財
政
調
整
基
金
の
よ
う
に
特

定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立

て
る
も
の
（
積
立
基
金
）
の

ほ
か
、
特
定
目
的
の
た
め
に

定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た

め
の
も
の
（
定
額
運
用
基
金
）

が
あ
り
ま
す
。

地方債（借入金）残高の推移

財政調整基金（貯金）残高の推移

※平成 25 年度末の町民一人あたり残高　67,247 円（前年比 +5,497 円）

6億円

5億円

1億円

3億円

21年度

5億 6,984 万円

22年度

3億 4,840 万円
4億円

2億円

7億円

8億円

23年度

7億 4,212 万円

24年度

9億円

10 億円 9億 4,520 万円

平成25年度　一般会計

　

平
成
25
年
度
は
、
景
気
回
復

に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

経
済
情
勢
の
中
で
、「
笑
顔
か

が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
次
代

に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
７
月
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
大
き
な
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
復

旧
・
復
興
を
最
優
先
と
し
な
が

ら
も
、
当
初
に
掲
げ
た
目
標
を

達
成
す
べ
く
、
各
種
の
施
策
を

確
実
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
決
算
は
、

歳
入
総
額
で
２
億
２
０
１
６
万

円
（
２
・
６
％
）、
歳
出
総
額
で

２
３
２
２
万
円
（
０
・
３
％
）前

年
度
を
上
回
り
、
収
支
差
引

６
億
４
４
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
が
自
主

的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

町
税
等
の
自
主
財
源
は
、
個
人

町
民
税
の
増
収
や
豪
雨
災
害
対

応
に
係
る
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
約
９
６
０
０
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
地
方

交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
町
債

（
借
入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源

は
、
約
１
億
２
５
０
０
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
支
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
任
意
に
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
義
務

的
経
費
は
、
扶
助
費
が
児
童

人件費
10億3,796万円

12.8％

補助費等
10億9,945万円

13.6％

投資的経費
14億8,902万円

18.4％

その他
（積立金・繰出金など）

16億   682万円
19.9％

公債費
9億3,398万円

11.5％

町税
11億8,432万円

13.6％

地方交付税
36億7,577万円

42.1％

町債
10億9,630万円

12.6％

25年度

10 億 850 万円
11 億円

平成25年度　一般会計

78 億 7,350 万円

人件費
10億3,796万円

12.8％

投資的経費
14億8,902万円

18.4％

公債費
9億3,398万円

11.5％

町税
11億8,432万円

13.6％

地方交付税
36億7,577万円

42.1％

町債
10億9,630万円

12.6％

25年度

25年度

11 億円

　

平
成
25
年
度
は
、
景
気
回
復

に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

経
済
情
勢
の
中
で
、「
笑
顔
か

が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
次
代

に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
７
月
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
災

害
に
見
舞
わ
れ
大
き
な
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
復

旧
・
復
興
を
最
優
先
と
し
な
が

ら
も
、
当
初
に
掲
げ
た
目
標
を

達
成
す
べ
く
、
各
種
の
施
策
を

確
実
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
決
算
は
、

歳
入
総
額
で
２
億
２
０
１
６
万

円
（
２
・
６
％
）、
歳
出
総
額
で

２
３
２
２
万
円
（
０
・
３
％
）前

年
度
を
上
回
り
、
収
支
差
引

６
億
４
４
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
が
自
主

的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

町
税
等
の
自
主
財
源
は
、
個
人

町
民
税
の
増
収
や
豪
雨
災
害
対

応
に
係
る
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
約
９
６
０
０
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
地
方

交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
町
債

（
借
入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源

は
、
約
１
億
２
５
０
０
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
支
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
任
意
に
削
減

す
る
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90 億円

80 億円

70 億円

60 億円
21年度 22年度

※平成 25 年度末の町民一人あたり残高　541,722 円（前年比＋ 27,350 円）
23年度

83億 2,217 万円
78 億 4,765 万円

24年度

75億 4,809 万円

81 億 2,421 万円
78 億 7,350 万円

25年度

90 億円

80 億円

70 億円

60 億円
21年度 22年度

※平成 25 年度末の町民一人あたり残高　541,722 円（前年比＋ 27,350 円）
23年度

83億 2,217 万円
78 億 4,765 万円

24年度

75億 4,809 万円
78 億 7,350 万円

25年度

81億 2,421 万円
78 億 7,350 万円

25年度

※平成 25 年度末の町民一人あたり残高　67,247 円（前年比 +5,497 円）

6億円

5億円

1億円

3億円

21年度

5億 6,984 万円

22年度

3億 4,840 万円
4億円

2億円

7億円

8億円

23年度

7億 4,212 万円

24年度

9億円

10 億円 9億 4,520 万円

25年度

10億 850 万円
11 億円
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民生費　　18億 5,948 万円

衛生費　　5億 6,947 万円

　高齢者や障がい者への福祉増進に努めるとともに、社会
福祉協議会の運営による「さくらの保育園」及び「子育て
支援センター」を開所し、子育て支援体制の充実を図りま
した。また、第 3子以降の子どもの保育料を無料とする「多
子世帯子育て応援事業」や中学生までの医療費の自己負担
を無料とする「しらたか元気っ子事業」などを行いました。

　健（検）診事業をはじめとした健康づくり
対策や「ニコニコマタニティライフ応援事業」などの出産・
子育て支援を行いました。また、太陽光パネル導入への支
援事業を行い再生可能エネルギーの推進を図りました。

農林水産業費　4億 2,977 万円

　各集落における「人・農地プラン」の作成を進めるとと
もに、経営所得安定対策の取り組みなどにより、安定した
農業経営に向けた対応を行いました。また、「やまがた緑
環境税」による里山林の整備に取り組みました。このほか、
豪雨災害被害対策として県事業を活用した支援事業を行い
ました。

商工費　　2億 8,700 万円

　工業では、雇用創出促進や受注拡大などに
取り組みました。商業・建設業では、プレミアム商品券発
行や建築需要促進事業など商工会の行う事業に対する補助
などにより、町内の消費拡大を支援しました。産業間の連
携では、6次産業化の取り組みや産業フェア 2013 の開催
を支援しました。観光面では、広域観光の推進や一年を通
じた観光誘客を進める事業に取り組みました。また、ふる
さと森林公園テニスコートの人工芝改修と深山工房の登り
窯の再建を行いました。

土木費　　8億 5,484 万円

　重要課題としての荒砥橋の架替促進を
はじめ、町道の改良や維持工事、国・県道の幹線道路網の
整備促進に努めました。また、除雪車運行管理システムを
活用し、より効率的、効果的な除雪体制を築きました。こ
のほか、住宅の省エネ化やバリアフリー化などのリフォー
ムに対する支援などを行いました。

教育費　　9億 7,436 万円

　学校教育では、「確かな学力・豊かな心・健やかな体」
を育むための取り組みを行ったほか、荒砥小学校のプール
浄化槽更新をはじめとした学校施設の整備等を行いまし
た。また、小学校再編・中学校統合については、統合準備
委員会で協議、検討を行いました。生涯学習・スポーツでは、
スキー場ペアリフト改修工事を行うとともに、各種講座や
大会を開催し、地域づくり活動や町民の生涯学習・生涯ス
ポーツ活動の推進に努めました。芸術文化面では、「あゆー
む」でのさまざまなイベントを通して多くのみなさんに来
場いただいたほか、町史編さんなどにも取り組みました。

公債費　　9億 3,398 万円

　建設事業などを行うために借り入れたお金の返済などに
使われました。

その他　　21億 8,269 万円

　総務費では、地区公民館のコミュニティセンター化に向
けた地域の取り組みを支援したほか、白鷹人育成事業、フ
ラワー長井線対策やデマンドタクシーの運行、交通安全・
防犯対策、財政調整基金への積立てなどを行いました。消
防費では、J アラートシステム整備や防火水槽整備、災害
復旧費では、豪雨災害復旧事業を行いました。これらのほ
か、議会費、労働費に使われました。

一人あたり　123,990 円（▲ 39,946 円）

一人あたり　28,657 円（▲ 5,984 円）

一人あたり　37,972 円（＋ 3,014 円）

一人あたり　19,138 円（＋ 4,872 円）

一人あたり　64,970 円（＋ 12,214 円）

一人あたり　57,001 円（＋ 2,154 円）

一人あたり　62,278 円（▲ 2,843 円）

一人あたり　145,541 円（＋ 38,963 円）

※町民一人あたりの金額は、平成26年3月31日現在の町の住民基本台帳人口14,997人で算出。（　　）は前年度比。

歳出を町民一人あたりで見てみると　総額539,547円（＋12,444円）

民生費　　18億 5,948 万円

　健（検）診事業をはじめとした健康づくり
対策や「ニコニコマタニティライフ応援事業」などの出産・
子育て支援を行いました。また、太陽光パネル導入への支
援事業を行い再生可能エネルギーの推進を図りました。

農林水産業費　4億 2,977 万円

　各集落における「人・農地プラン」の作成を進めるとと
もに、経営所得安定対策の取り組みなどにより、安定した
農業経営に向けた対応を行いました。また、「やまがた緑
環境税」による里山林の整備に取り組みました。このほか、
豪雨災害被害対策として県事業を活用した支援事業を行い
ました。

　重要課題としての荒砥橋の架替促進を
はじめ、町道の改良や維持工事、国・県道の幹線道路網の
整備促進に努めました。また、除雪車運行管理システムを
活用し、より効率的、効果的な除雪体制を築きました。こ
のほか、住宅の省エネ化やバリアフリー化などのリフォー
ムに対する支援などを行いました。

教育費　　9億 7,436 万円

　学校教育では、「確かな学力・豊かな心・健やかな体」
を育むための取り組みを行ったほか、荒砥小学校のプール
浄化槽更新をはじめとした学校施設の整備等を行いまし
た。また、小学校再編・中学校統合については、統合準備
委員会で協議、検討を行いました。生涯学習・スポーツでは、
スキー場ペアリフト改修工事を行うとともに、各種講座や
大会を開催し、地域づくり活動や町民の生涯学習・生涯ス
ポーツ活動の推進に努めました。芸術文化面では、「あゆー
む」でのさまざまなイベントを通して多くのみなさんに来
場いただいたほか、町史編さんなどにも取り組みました。

公債費　　9億 3,398 万円

その他　　21億 8,269 万円

一人あたり　123,990 円（▲ 39,946 円）

一人あたり　19,138 円（＋ 4,872 円）

一人あたり　57,001 円（＋ 2,154 円）

一人あたり　62,278 円（▲ 2,843 円）

一人あたり　145,541 円（＋ 38,963 円）

※町民一人あたりの金額は、平成26年3月31日現在の町の住民基本台帳人口14,997人で算出。（　　）は前年度比。

歳出を町民一人あたりで見てみると　総額539,547円（＋12,444円）
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◆健全化判断比率について（速報値） （単位：％）
比　率　名 本町の状況 早期健全化基準 財政再生基準 参考：昨年度の状況

実 質 赤 字 比 率 －（赤字なし） 15.00 20.0 －（赤字なし）

連結実質赤字比率 －（赤字なし） 20.00 30.0 －（赤字なし）

実 質 公 債 費 比 率 12.0 25.0 35.0 13.5

将 来 負 担 比 率 63.2 350.0 66.8

◆それぞれの比率を家計に例えると…
　
　

町の財政状況について、一般家庭の家計に例えることは、多少の無理がありますので、あくまでイ
メージとしてご紹介します。

◇実質赤字比率　　：１年間の家計に占める赤字の割合
◇連結実質赤字比率：２世帯住宅などの場合、それぞれの世帯の家計を合算した家族全体での１年間
　　　　　　　　　　の家計に占める赤字の割合
◇実質公債費比率　：年収に占めるローン返済額の割合

◇将来負担比率　　：ローン残高や生命保険の支払いなどが年収の何年分に相当するかを示した割合

◆公営企業における資金不足比率について

　公営企業ごとに、資金の不足額が事業の規模に対してどれくらいの割合になっているかを示してい
ます。水道、町立病院、訪問看護ステーション、下水道、農業集落排水の全会計について、資金不足
は発生していないため比率はありません。

ある家庭の１年間の収入（100）に当てはめると

収　入

支　出

100

その他の生活費

ローン返済額（実質公債費比率1.5ポイント改善） 黒 字

12.0

63.2

※イメージ

将来負担比率

これから支払わなければならないローン残高など（将来負担率3.6ポイント改善）

　※健全化判断比率などに関する詳しい内容は、町のホームページをご覧ください。

　財政の早期健全化及び財政の再生並びに公営企業の経営の健全化を目的として制定された
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、健全化判断比率及び資金不足比率に
ついて公表が義務付けられています。
　いずれかの比率が早期健全化段階や財政再生段階（将来負担比率を除く）の基準値以上に
なった場合には、それぞれ法で定められた計画の策定を行い、財政の健全化を図ることとな
ります。平成25年度決算に基づく白鷹町の状況は下記のとおりすべて基準を下回りました。
引き続き財政の健全化に取り組んでまいります。

実質公債費比率・将来負担比率ともに改善！

　■問い合わせ　総務課財政係　☎ 85 － 6124

   平成25年度決算に基づく
　「健全化判断比率及び資金不足比率」を公表します
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◆白鷹町における高齢者の人数や要介護認定を受けた方の人数など
65 ～ 74 歳 75 歳以上

要介護等
認定者数

左のうち介護サービ
スを利用した人数

自宅や通いでサービ
スを利用した人数

施設に入所してサー
ビスを利用した人数

平成 25 年度 1,903 人 2,922 人 906 人 799 人 572 人 227 人

平成 24 年度 1,844 人 2,926 人 882 人 785 人 557 人 228 人

※同じ月に自宅でのサービスと施設でのサービスの両方を利用された方もいるので、サービスの合計は一致しません。

介 護 保 険白鷹町の

■介護保険に関するご意見・お問い合わせ　健康福祉課介護保険係　☎86－0213

　平成25年度の介護保険特別会計は、歳入総額15億3,605万円、歳出総額15億1,131万円となりました。
介護給付費は、14億1,410万円、昨年度から4.2％の伸びとなりました。65歳以上の方（第1号被保険者）か
ら町が直接いただいた介護保険料は、2億5,150万円でした。平成26年度は第5期介護保険計画の最終年度で
あり、次期の平成27年度から平成29年度までの第6期介護保険事業計画を策定中です。

入ったお金
15億3,605万円

かかったお金
15億1，131万円

介護保険制度の改正について
　現在、町では平成 27 年度から平成 29 年度の第 6 期介護保険事業計画を策定中ですが、国による新
介護保険制度により下記のように変更になる予定です。

【主な変更点】

（1）低所得者の保険料の軽減割合を拡大（平成 27 年度分の保険料から）
（2）一定以上の所得のある利用者の自己負担を 2 割負担に引き上げ（平成 27 年 8 月から）
（3）低所得の施設利用者の食費・居住費を補填する「補足給付」の要件を見直し
　①配偶者が住民税課税であれば対象外（平成 27 年 8 月から）
　②預貯金などが単身で 1000 万超、夫婦で 2000 万円超の場合は対象外（平成 27 年 8 月から）
　③遺族年金や障害年金のどの非課税年金を収入として認定（平成 28 年 8 月から）

（4）  特別養護老人ホームの新規入所者を原則要介護 3 以上に限定（既入所者は除く）（平成 27 年 4 月から）
（5）要支援認定者の訪問介護（ヘルパー）と通所介護（デイサービス）を町の事業に移行（時期は未定）

　※要支援の方も安心して利用できる制度にいたします。
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平成27年度から「子ども・子 育て支援新制度」が始まります

Ｑ . 入所の手続きはどうなりますか？

　２号・３号認定については、保育が必要な時間によって、「保育標準時間」利用と「保育短時間」
利用に区分されます。

Ｑ . パートタイムで働いている人や家で育児をしている人は新制度の支援を受けられないのですか？

【１号認定】　教育標準時間認定

満３歳以上で教育を希望する場合

【２号認定】　満３歳以上・保育認定

満３歳以上で、「保育の必要な事由」
に該当し、保育所などで保育を希望
する場合

【３号認定】　満３歳未満・保育認定

満３歳未満で、「保育の必要な事由」
に該当し、保育所や地域型保育など
で保育を希望する場合

①保育標準時間（フルタイム就労を想定した利用時間）… 最長で１日 11 時間、保育を利用できます
②保育短時間（パートタイム就労を想定した利用時間）… 最長で１日 ８  時間、保育を利用できます

Ａ .  新制度は子育てをしているすべての家庭を支援するものです。パートタイムで働いている人や育児休暇取
　得中ですでに保育所等を利用している子どもがいても、「保育を必要とする事由」に該当すれば保育所等を
　利用することができます。また、家で育児をしている人が利用できる地域の子育て支援もあります。

◆保育を必要とする事由

◇就労（パートタイム等を含む基本的にすべての就労）
◇妊娠、出産
◇保護者の疾病、障がい
◇同居または長期入院などしている親族の介護・　
　看護
◇災害復旧
◇求職活動（起業準備を含む）
◇就学（職業訓練校などでの職業訓練を含む）
◇虐待や家庭内暴力の恐れがあること
◇育児休業取得中に、すでに保育所等を利用してい
　る子どもがいて、継続利用が必要であること
◇その他、上記に類する状態として町が認める場合

◆利用できる地域の子育て支援

◇一時預かり…家で育児をしている保護者の急な　
　用事などの際に利用できます。
◇地域子育て支援拠点…身近なところで子育てに関
　する相談や親子の交流、子育ての仲間づくりがで
　きます。
◇放課後児童クラブ…仕事などで、昼間保護者が　
　いない家庭の小学生を預けることができます。
※その他にも、ファミリーサポートセンターなど　
　の支援があります。

利用先…幼稚園・認定こども園

利用先…保育所・認定こども園 利用先…保育所・認定こども園・
　　　　家庭的保育など

■子ども・子育て支援新制度に関するお問い合わせ　健康福祉課子育て支援係　☎86－0212

Ａ .  これまでは、保育園の入所は「申込書」により、家庭での保育に欠けるか判断し入所いただいていました。
　新制度では、新規利用の場合、保育の必要性を「認定申請書」により認定し、「入所・入園申込書」を提出
　していただき入所・入園が決まります。現在すでに施設を利用し継続して入所の場合は、「認定申請書」に
　より認定し入所となります。認定の区分は次のとおりです。
　　なお、平成 27 年度の保育所利用のご案内は、広報しらたか 11 月 12 日号でお知らせします。

Ｑ . 新制度になると保育料はどうなりますか？

Ａ . 保育料は、所得に応じた負担を基本として、国が定める水準を上限に検討を進めています。
　具体的な金額については決まり次第お知らせします。

教えて！Ｑ＆Ａ　新制度になったらどうなるの？



●9　　 広報しらたか　2014.10.14 　　 広報しらたか　2014.10.14

平成27年度から「子ども・子 育て支援新制度」が始まります
　平成 24 年 8 月に制定された「子ども・子育て支援法」に基づき、幼児期
の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向上を図るため、平
成 27 年 4 月から「子ども・子育て支援新制度」が全国でスタートします。
　新制度では、子どもの年齢や親の就労状況などに応じた多様な支援を用意
し、教育・保育や子育て支援の選択肢を増やすことにより、地域の子育て支
援を充実させ「子育てしやすい、働きやすい社会」を目指します。
　また、新制度のスタートに向けた町の取り組みとして、平成 27 年度から
５年間の保育施設等利用定員の設定や保育施設の整備、子育て支援に関する
事業などを定める「子ども・子育て支援事業計画」を作成中です。

幼稚園　３～５歳

小学校以降の教育の基礎をつくるための幼児期
の教育を行う学校

保育所　０～５歳

就労などのため家庭で保育のできない保護者に
代わって保育する施設

認定こども園　０～５歳

幼稚園と保育所の機能や特徴をあわせ持ち、地
域の子育て支援も行う施設

地域型保育　０～２歳 

原則 19 人以下の少人数単位で、０～２歳の子
どもを預かる事業

新制度の主なポイント

※白鷹町には現在、保育所以外の施設はありません。

利用できる保護者…制限なし 利用できる保護者…共働き世帯など、家庭で保
　　　　　　　　　育ができない保護者

利用できる保護者…制限なし ＊家庭的保育（保育ママ） 定員５人以下を対
　象とした家庭的な雰囲気での保育
＊小規模保育　定員６～ 19 人を対象とした家
　庭的保育に近い雰囲気での保育
＊事業所内保育　事業所内の保育施設などでの
　従業員や地域の子どもを保育
＊居宅訪問型保育　個別のケアが必要な場合な
　どに保護者の自宅で１対１で行う保育

認定こども園の普及

　幼稚園と保育所（園）に加え
て、両方のいいところをひとつ
にした「認定こども園」の普及
を図ります。

質や量の向上

　幼児期の教育や保育の「量の
拡充」や「質の向上」のため、
施設整備や人材の確保、処遇の
改善を行います。

支援の充実

　放課後児童クラブの利用対象
が小学 6 年生までになるなど、
地域のニーズに応じた子育て支
援サービスの拡充を図ります。

利用できる施設は？

　「子ども・子育て新制度」 

のシンボルマークです
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国
道
２
８
７
号
線
（
大
瀬
地
内
）
は
、
３
月
31
日
に
発
生
し

た
地
す
べ
り
災
害
に
よ
り
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、
町
で
は
早

期
の
復
旧
を
国
・
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
直
ち
に
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
地
す
べ
り
対
策

に
着
手
し
、
積
雪
期
前
の
全
面
通
行
止
め
解
除
を
目
指
し
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
迂
回
路
の
通
行
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
よ
り
復
旧
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
情
報
提
供

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
在
の
工
事
の
状
況

国
道
２
８
７
号
（
白
鷹
町
大
瀬
地
内
）

積
雪
期
前
の
通
行
止
め
解
除
を

　
　
　

目
指
し
対
策
工
事
を
実
施
中

4 月  4 日 土砂災害専門家 ( 独 ) 土木研究所が現地を調査

4 月　4 日 ボーリング調査を開始 （９孔）

4 月　5 日 吉村知事が現地を視察

4 月 25 日 町道坂下平田中山線を迂回路とする
( 車幅 2.3m、 車長 7.0m 以下まで通行可 )

5 月 19 日 町道迂回路の制限を変更
( 車長 9.0m 以下まで通行可）

6 月   9 日 横ボーリング ( 地すべり抑制工事 ) 開始

6 月 11 日 吉村知事が国土交通省へ早期復旧を要望

6 月 30 日 県道迂回路の長井大江線のガードレール等設置
工事を開始

7 月   9 日 豪雨により河岸浸食法面が崩落

地
す
べ
り
対
策
工
事
に
つ
い
て

　

左
記
の
工
事
に
つ
い
て
国
土
交

通
省
と
協
議
を
進
め
、
８
月
５
日

に
災
害
査
定
を
受
け
ま
し
た
。

①
地
下
水
を
排
水
し
、
地
す
べ
り

　

の
動
き
を
抑
制
す
る
工
事
（
横

　

ボ
ー
リ
ン
グ
）

②
鋼
材
を
埋
め
込
み
、
地
す
べ
り

　

の
動
き
を
抑
止
す
る
工
事
（
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
）

③
地
す
べ
り
に
よ
り
破
損
し
た
道

　

路
施
設
を
復
旧
す
る
工
事
（
舗

　

装
、
擁
壁
等
）

　

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課

　

☎
85

－

６
１
４
２

▲山側の井桁擁壁撤去

▲横ボーリング削孔状況

【災害発生からこれまでの経過】

◆
斜
面
下
側
の
横
ボ
ー
リ
ン
グ

（
第
一
工
区
）
…
施
工
中　
　
　

　
　◆

斜
面
上
側
の
横
ボ
ー
リ
ン
グ

（
第
二
工
区
）
…
仮
設
道
路
施
工

を
完
了
し
、
足
場
等
の
仮
設
を
施

工
中

◆
斜
面
下
段
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン

カ
ー
、
舗
装
・
擁
壁
等
復
旧
（
第

三
工
区
）
…
道
路
谷
側
の
擁
壁
床

掘
り
、
道
路
山
側
の
井
桁
擁
壁
撤

去
、
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
に
着
手

◆
斜
面
上
段
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン

カ
ー
（
第
四
工
区
）
…
今
後
発
注

予
定

▲グランドアンカー施工状況

【地すべり災害箇所図】
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10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

※
一
定
面
積
と
は
？

（
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
）

（１）都市計画区域

　　　5,000㎡以上

　　　（５反歩）

（２）都市計画区域以外の区域

　　　10,000㎡以上

　　　（１町歩）

【例】

２．白鷹町基準地価格

基準地の所在
今年価格
（円/㎡）

前年価格
（円/㎡）

変動率
（％）

大字十王字本宿2934番1（本宿7町内） 7,260 7,370 △1.5

大字鮎貝字八幡一1104番4　外3筆（新野医院付近） 7,050 7,200 △2.1

大字鮎貝字内町二3284番4　外1筆（内町通り中央） 10,500 10,800 △2.8

大字鮎貝字神明六2886番2　外3筆（ﾏﾙﾊニチロ食品付近） 7,150 7,400 △3.4

◇
地
価
調
査
と
は

　

地
価
調
査
と
は
、
県
内
全
市
町

村
を
対
象
と
し
て
、
各
地
域
で
基

準
と
な
る
土
地
（
こ
れ
を
基
準
地

と
い
い
ま
す
。）を
選
ん
で
、
そ
の

適
正
な
土
地
価
格
を
公
表
す
る
も

の
で
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の
目

安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
価
調
査
価
格
は
、
国

・
地
方
公
共
団
体
等
が
公
共
用
地

等
を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
さ

れ
る
ほ
か
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
い
て
土
地
売
買
の
届
出
が
あ

っ
た
土
地
の
取
引
価
格
の
審
査
・

分
析
を
す
る
と
き
の
基
準
と
も
さ

れ
る
も
の
で
、
適
正
な
地
価
の
形

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

◇
土
地
売
買
の
と
き
に
は
、
ま
ず

地
価
調
査
価
格
を
調
べ
ま
し
ょ
う

　　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
基
準
地
の

条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ

の
適
正
な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
の

で
、
土
地
売
買
の
と
き
に
は
、
ま

ず
地
価
調
査
価
格
を
お
調
べ
く
だ

さ
い
。
地
価
調
査
の
基
準
地
は
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
地
価
調
査
価
格
は
、
７

月
１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、

そ
の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
地
価
調
査
結
果
は
、
役
場
で
簡

単
に
閲
覧
で
き
ま
す

　　

地
価
調
査
の
基
準
地
価
格
、
基

準
地
が
接
す
る
道
路
の
種
類
・
幅

員
、
基
準
地
の
周
辺
の
土
地
利
用

状
況
な
ど
を
詳
し
く
記
載
し
た
地

価
調
査
の
関
係
書
面
は
、
役
場
及

び
県
庁
で
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
売
買
等
の
取
引
を
す
る
場

合
は
届
出
が
必
要
で
す

　　

市
街
化
区
域
は
２
０
０
０
㎡
、

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区

域
は
５
０
０
０
㎡
、
都
市
計
画
区

域
以
外
の
区
域
に
つ
い
て
は
１
万

㎡
以
上
の
土
地
の
売
買
な
ど
を
行

う
場
合
は
、
契
約
を
結
ん
だ
後
2

週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
の

で
、
買
い
主
が
必
ず
役
場
（
総
務

課
）
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度

地
価
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

９
月
18
日
に
県
か
ら
平
成
26
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
に
関
す
る
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

１．対前年度変動率（％）

住宅地 商業地 工業地 全用途

山形県平均 △1.7 △2.4 △2.3 △2.0

白鷹町平均 △1.8 △2.8 △3.4 △2.5

【届出が必要な取引】
◆売買、交換
◆営業譲渡
◆譲渡担保
◆代物弁済
◆共有持分の譲渡
◆地上権、賃借権の設定、譲渡
◆予約完結権、買戻権などの譲渡

　

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３

※
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
し

　
ま
し
ょ
う
。  

一
団
の
土
地
取
引
に
つ
い
て
も
届

出
が
必
要
で
す
。
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　応援します！

荒砥高校新入生！

■問い合わせ　荒砥高校をサポートする会（事務局／総務課企画室企画調整係☎85－6123）

　町では、荒砥高校のさらなる発展を願い、荒砥高校に入学して学ぶ生徒の皆さんを応援する
ため「荒砥高校をサポートする会」を設立し、町を挙げて支援しています。

　荒砥高校新入生応援プロジェクト

　町では、「笑顔かがやき 心かよう 美しいまち」を
めざしています。次代を担う高校生には、充実した
高校生活を送り、めざす進路を実現してほしいと願
って、荒砥高校に入学される皆さんを応援します。

◇荒砥高校新入生に

　応援券（７万円分）を助成します

　平成27年度新しく入学される皆さんに、入学時に
必要となる制服・運動靴などの購入費用や通学に係
る費用の一部を支援します。

サポートその１（平成27年度で６年目）

　介護職員初任者研修を支援

　白鷹町社会福祉協議会が実施する研修を受講し、
介護の仕事の入門とされている資格を取得すること
ができます。専門知識を習得するだけでなく「講座
を通して成長した自分を実感できる」と好評です。

◇荒砥高校の生徒が受講する場合

　その費用を町が支援します　

 講義のほか、介護の現場で活躍する講師より実践
的な演習を受講することができます。

サポ－トその２（平成27年度で４年目）

◇荒砥高校は…

　小規模校の特性を生かし、生徒一人ひとりを認め
て伸ばす教育を実践しています。また、学校あげて
ボランティアや地域行事などに積極的に参加するな
ど、地域との連携のもと、生徒の実践的な活動を通
した学びを大切にしています。
　平成25年度から「総合学科」となり、主体的な学
びを通して「未来の自分」を見つけるための教育が
展開されています。

介護職員初任者研修の様子

ボランティア活動（保育園での演奏会）
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〈 町 審 査 入 選 作 品 〉

丸川　和紗（蚕桑小５年）井上　結加（荒砥高２年） 大滝　彩加（鮎貝小６年）

横山　愛彩美（荒砥高２年）髙野　清美（荒砥高２年） 渡邊　友美（荒砥高３年）

■問い合わせ　白鷹町選挙管理委員会　☎85－6120

※入選作品は、第２次審査（県審査）へ推薦されます。

安達　有夏（荒砥高１年）金田　保奈美（荒砥高２年）樋口　恭子（荒砥高２年）

平成26年度明るい選挙啓発ポスターコンクール入選者
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■若鮎マラソン大会に関する問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係　☎85－6147

２㎞　小学３年男子の部

1 宗前　　澄 ＥＴジュニア 0:07:57

2 中村　飛和 東根小学校 0:08:10

3 髙橋安久里 小国小学校 0:08:17

4 後藤　理久 荒砥小学校 0:08:21

5 馬場　一翔 鮎貝小学校 0:08:37

6 菅　　悠悟 蚕桑小学校 0:08:37

２㎞　小学３年女子の部

1 石垣　鈴海 ET ｼﾞｭﾆｱ ( 谷地南部 ) 0:08:38

2 松本　恋実 山形市 0:09:04

3 佐藤　亜夢 西根小学校 0:09:23

4 齋藤　心花 小国小学校 0:09:31

5 上村　　杏 鮎貝小学校 0:09:58

6 川口　千草 荒砥小学校 0:10:10

２㎞　小学４年男子の部

1 板垣慎之介 山形大学附属小 0:07:44

2 野澤　琉斗 戸沢小学校 0:07:50

3 渋谷　龍輝 上山南小学校 0:07:53

4 太田　飛翔 ＥＴジュニア 0:08:01

5 安部　正温 市名坂小学校 0:08:03

6 金田　琢夢 東根小学校 0:08:12

２㎞　小学４年女子の部

1 奥山　悠華 ＥＴジュニア 0:07:58

2 中村　咲楽 鮎貝小学校 0:07:58

3 大木　真緒 荒砥小学校 0:07:58

4 國谷　美裕 鷹山小学校 0:08:15

5 野澤　七美 戸沢小学校 0:08:18

6 佐藤　里菜 塩井小学校 0:08:40

２㎞　小学５年男子の部

1 佐藤　伶音 ＥＴジュニア 0:07:35

2 後藤　竜世 長井ｼﾞｭﾆｱｱｽﾘｰﾄｸﾗﾌﾞ 0:07:36

3 石垣朱里斗 ET ｼﾞｭﾆｱ ( 谷地南部 ) 0:07:41

4 山口　陽向 西根小学校 0:07:51

5 佐藤虎太朗 平枝ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 0:07:52

6 大沼光之介 滝山小学校 0:07:54

２㎞　小学５年女子の部

1 高橋華瑠亜 ＥＴジュニア 0:07:40

2 丸川　和紗 蚕桑小学校 0:08:09

3 上村　栞凪 鮎貝小学校 0:08:11

4 舟山　若葉 小国小学校 0:08:22

5 児玉　　光 蚕桑小学校 0:08:24

6 佐藤はるな よろしく真岡 0:08:25

２㎞　小学６年男子の部

1 志釜　璃久 長井ｼﾞｭﾆｱｱｽﾘｰﾄｸﾗﾌﾞ 0:07:20

2 土屋　謙臣 富並小学校 0:07:27

3 藤守　京真 東根小学校 0:07:40

4 樋口　　凱 蚕桑小学校 0:07:44

5 細川　陽嵩 蚕桑小学校 0:07:44

6 大嶋　　翼 蚕桑小学校 0:07:45

２㎞　小学６年女子の部

1 蝦名　悠希 寒河江小学校 0:07:48

2 小林　遼緒 長井ｼﾞｭﾆｱｱｽﾘｰﾄｸﾗﾌﾞ 0:07:52

3 白岩　優凪 ＥＴジュニア 0:07:59

4 佐藤　美佳 長井ｼﾞｭﾆｱｱｽﾘｰﾄｸﾗﾌﾞ 0:08:10

5 大木　里菜 荒砥小学校 0:08:13

6 沼澤のどか 鮎貝小学校 0:08:50

ゲストランナーの谷川真理さん。２km一般・小学 1・2年の部と 10kmの部に参加いただきました。

　今大会は、ゲストランナーに谷川
真理さんを迎えて開催されました。
　さわやかな秋晴れの中、若鮎マラ
ソンコースを県内外の 963 人のラ
ンナーが駆け抜けました。
　大会運営にご協力くださいました
皆さん、ありがとうございました。
　来年度は第 50回の記念大会とな
ります。来年度も多くの方の参加を
お待ちしています。

　来年度の第 50 回記念大会にあたり、これまでの「白鷹若鮎マラソン大会」を振りかえりたく、過去の大会
関係資料（パンフレット・プログラム・大会結果等）を収集しています。お持ちの方がいらっしゃいましたら
教育委員会生涯スポーツ係（☎ 85 － 6147）までご連絡をお願いします。
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順
位

氏名
(団体はチーム)

住所・所属 タイム

ハーフマラソン　一般男子の部

1 長澤　晃也 岩手県盛岡市 1:13:16

2 円舘　和馬 宮城県仙台市 1:13:53

3 吉田　達郎 宮城県仙台市 1:18:17

4 吉名　億朗 宮城県仙台市 1:18:35

5 秋野　文宏 新潟県新潟市 1:21:05

6 若山　謙一 埼玉県さいたま市 1:21:23

ハーフマラソン　一般女子の部

1 平井あやか 宮城県岩沼市 1:34:23

2 諸橋　智子 宮城県富谷町 1:36:40

3 菅野　美花 宮城県仙台市 1:38:53

4 風間　和子 新潟県新潟市 1:43:50

5 秋野　恵子 新潟県新潟市 1:46:18

6 堀　　千秋 上山市 1:46:59

10 ㎞　高校男子の部

1 白田　　匠 南陽高校 0:40:36

2 武田　真登 新潟県村上市 0:55:31

10 ㎞　一般男子の部

1 高橋　拓巳 南陽市 0:33:09

2 佐藤　大 河北町 0:34:28

3 佐藤　智武 鶴岡市 0:34:58

4 若菜　優雅 福島県喜多方市 0:35:49

5 駒津　普司 長井市 0:35:57

6 島田　温彦 宮城県仙台市 0:37:01

10 ㎞　一般女子の部

1 山口　節子 山形市 0:49:28

2 船山　真理 飯豊町 0:49:43

3 芝田　政美 福島県会津坂下町 0:49:52

4 若山　貴子 南陽市 0:51:04

5 高橋多美子 山形市 0:52:36

6 木野　利香 山形市 0:52:51

５㎞　女子の部

1 尾形　友紀 米沢市 0:22:02

2 相馬けい子 宮城県仙台市 0:22:21

3 後藤　美咲 米沢商業高校 0:23:41

4 森　　直湖 鶴岡市 0:25:09

5 大沼　広子 南陽市 0:25:41

6 阿部みゆき 鶴岡市 0:25:52

５㎞　壮年男子の部

1 林　　幸則 長井市 0:16:31

2 竹田　則幸 白鷹町 0:18:44

3 相馬　知彦 宮城県仙台市 0:19:04

4 松田　雄二 山形市 0:19:17

5 鈴木　　治 宮城県仙台市 0:19:22

6 梅津　　清 長井市 0:19:31

３㎞　中学男子の部

1 佐々木翔太郎 明倫中 0:10:21

2 石沢　　凜 山形六中 0:10:23

3 橋本　　渉 白鷹東中 0:10:30

4 奥山　信希 河北中 0:10:34

5 茨木　天真 白鷹東中 0:10:38

6 竹田　了礼 白鷹東中 0:10:40

３㎞　中学女子の部

1 小林　咲葉 白鷹西中 0:11:16

2 佐々木冴希 明倫中 0:11:53

3 菊地　愛羅 白鷹東中 0:12:24

4 鏡　　青空 蔵王一中 0:12:37

5 秋生ゆうか 高畠町 0:12:45

6 丸川　莉子 白鷹西中 0:12:49

２㎞　一般の部

1 大坂　駿介 上山市 0:08:46

2 山口陽一郎 白鷹町 0:09:22

3 江口　耕司 河北町 0:09:26

4 丸川　康博 白鷹町 0:09:34

5 船山　健一 飯豊町 0:10:04

6 阿部　将治 上山市 0:10:19

白鷹町誕生60周年記念　第49回白鷹若鮎マラソン大会

入賞者と記録

９月23日　日本陸上競技連盟公認コース

（蚕桑小学校スタート・フィニッシュ）

　全選手の記録は町ホームページに掲載しています。

２㎞　小学１年男子の部

1 山口　広起 荒砥小学校 0:09:11

2 長岡　優眞 荒砥小学校 0:09:18

3 橋本　　開 東根小学校 0:09:32

4 佐藤　聖悟 鮎貝小学校 0:09:33

5 丸川　快斗 鮎貝小学校 0:09:34

6 梅津　光翔 鮎貝小学校 0:09:45

２㎞　小学１年女子の部

1 伊藤　　南 南山形小学校 0:09:34

2 深瀬このは 天童市 0:09:58

3 西村　心結 朝暘第三小 0:10:19

4 紺野　唯華 鷹山小学校 0:10:20

5 菅原　　愛 あさひ小学校 0:10:36

6 田宮　悠羽 荒砥小学校 0:10:48

２㎞　小学２年男子の部

1 安部　聡流 市名坂小学校 0:08:13

2 佐藤　空神 よろしく真岡 0:08:23

3 中村　雅楽 鮎貝小学校 0:08:27

4 鈴木　歩杜 荒砥小学校 0:08:51

5 槇　　透吾 谷地南部小 0:08:53

6 渋谷　璃空 東根小学校 0:09:08

２㎞　小学２年女子の部

1 菅　　結愛 鮎貝小学校 0:08:57

2 佐藤　　陽 平枝ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 0:09:20

3 青木　心捺 荒砥小学校 0:09:21

4 前田　真鈴 蔵王第一小 0:09:38

5 山村　里美 南郷小学校 0:09:41

6 佐藤　　凪 荒砥小学校 0:09:55
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　９月19日、鮎貝小学校の５年生19人が、
「田んぼの学校」で鎌を使っての稲刈りを
体験しました。町土地改良区、サンファー
ムしらたか、JＡ青年部のみなさんに指導
を受けて５月に田植えをし、この日は「は
えぬき」を刈りました。始めは、刈り方や
わらでの束ね方がうまくできず戸惑ってい
るようでしたが、慣れてくると児童同士で
教えあい協力して作業を進めていました。
収穫した新米を食べるのが楽しみですね。

　９月９日、東根地区の熊野神社境内にお
いて「東根地区忠魂慰霊祭」が行われまし
た。明治10年の西南戦争以降、故郷や家族
を思いながら亡くなった戦没者179人の霊
をなぐさめようと、東根地区顕彰会と遺族
会が合同で３年に一度開催しています。今
年は約40人が出席し、戦争を経験者した人
が少なくなる中で戦争を風化させず悲しい
歴史を繰り返さないようにと誓いがささげ
られました。

38

　「第38回白鷹鮎まつり」が、９月13日か
ら15日に道の駅白鷹ヤナ公園で開催されま
した。 初日には、８月に誕生したご当地
キャラクター「べにたかちゃん」に特別住
民票が交付され、東中学校３年生が花笠踊
りで開幕を盛り上げました。会場には、香
ばしく焼きあがった鮎の塩焼きやいも煮な
ど、白鷹の秋の味覚を味わおうと多くの人
が訪れ、魚のつかみどりや手作り木工コー
ナーなどで家族で楽しむ姿が見られました。

　9月14日、鷹山小学校グラウンドで鷹山
地区・鷹山小学校の合同運動会が行われま
した。鷹山小児童のほか、多くの地区民の
参加で、大人、子どもが一緒になってのま
り入れやリレーなどの種目を競って盛り上
がりました。鷹山小学校は今年度で閉校と
なるため、合同での運動会は今年で最後と
なり、地区では青チーム『東小手沢・新屋
敷第２・中田町内』が、小学校は赤組が最
後の優勝を飾りました。
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　９月２日、町立病院デイルームにて、東
京音楽大学ピアノ科３年の藤島さつきさん
によるピアノコンサートが開催されました。
ドヴォルザークの「ユーモレスク」など馴
染みのあるクラシックから、懐かしい「川
の流れのように」など、アンコールを含め
10曲を演奏していただきました。入院中の
患者さんや付き添いのご家族の方など約50
人がその美しい演奏に聞き入り、穏やかな
時間を過ごしました。
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　10月１日、ツキノワグマなどによる農作
物の被害を防止・軽減する「白鷹町鳥獣被
害対策実施隊」の辞令交付式が行われまし
た。白鷹町猟友会に所属し狩猟免許のある
37名の方が隊員に任命され、有害鳥獣の捕
獲や駆除などの活動など行っていただくこ
ととなりました。隊長には、西おきたま猟

命任「、し任就が氏隆名老海の会分鷹白会友
を受けた隊員として、自覚を持って地域に
貢献していきたい」とあいさつされました。
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　　第２次白鷹町健康増進計画
「元気ニコニコしらたか21」 vol.17

　受動喫煙（自分がたばこを吸わなくても室内や車内などでたばこの煙にさらされること）には

健康に悪い影響がさまざまあります。受動喫煙からあなたやまわりの人たちを守りましょう。

受動喫煙防止県民運動展開中！
たばこの煙から子どもたちを守りましょう！

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210

たばこの煙に含まれる４０００種類
以上の化学物質のうち、約２５０種
類が人体に有害で、そのうち約７０
種類に発がん性があります。

親がたばこを吸うと、赤ちゃん

の突然死（乳幼児突然死症候群）

のリスクが高くなったり、気管

支ぜんそくや中耳炎になる危険

性が高まります。子どもの歯肉

が黒くなってしまうこともあり

ます。

たばこの先から出る煙（副流
煙）には喫煙者が吸い込む煙
よりも多くの有害物質が含ま
れています。

妻がたばこを吸っていなくても、

夫がたばこを吸うと、妻のがん

になるリスクが高くなることが

わかっています。

妊婦さんへの影響として、早産

や胎児の低体重があります。

受動喫煙を防ぐために

　◇自分のためにも周りの人のためにも、禁煙しましょう。

　（禁煙や禁煙外来についてのご相談など、担当まで気軽にお知らせください）

　◇妊婦さんや子どものいるところでは、たばこを吸わないようにしましょう。

　◇受動喫煙防止対策をしているお店を積極的に利用しましょう。

　（県では飲食店などに受動喫煙防止対策をすすめています。）

　◇地区公民館や病院などの公共機関での分煙、敷地内禁煙の取り組みも進んでいます。

　
換気扇や空気清浄機を使

　えば大丈夫？

　
家庭用の換気扇では十分に換気はできません。空気清浄機で有害

　な物質を取り除くことはできません。

　

ベランダで吸えば大丈夫？

　窓の隙間から煙が流れ込んだり、たばこを吸った人が室内に戻っ

　てから吐く息の中に有害物質が含まれるので受動喫煙を防ぐこと

　はできません。

　喫煙席と禁煙席が分かれて

　いれば大丈夫？

　
席を分けただけでは煙が喫煙席まで流れてきてしまいます。たば

　この煙が流れ出さないように対策をしていないお店では禁煙席を

　利用しても受動喫煙を防ぐことができません。

これでは防げない！たばこの煙の害
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＜予防接種についてのお知らせ＞

対　象 １歳～３歳未満の方 ３歳～５歳未満の方

回　数  ２回 （６カ月から 12 カ月の間隔をあけて） 1 回

期　間 3 歳の誕生日の前日まで 平成 27 年 3 月 31 日まで （平成 26 年度限り）

費　用 自己負担なし （全額助成）

＊すでに水痘にかかった方及び任意で２回（3 歳以上の方は 1 回）接種している方は、接種の必要はありません。
＊対象となる方には、個別に通知します。

◆ 65 歳以上の方の肺炎球菌予防接種

年　齢 生年月日 年　齢 生年月日

65 歳 昭和24年度生まれ 70 歳 昭和19年度生まれ

75 歳 昭和14年度生まれ 80 歳 昭和  9年度生まれ

85 歳 昭和　4年度生まれ 90 歳 大正13年度生まれ

95 歳 大正　8年度生まれ 100 歳 大正　3年度生まれ

100 歳以上 大正3年4月1日以前生まれ

回　数　　1 回（1 回の接種で 5 年程度効果
　　　　　が持続するといわれています。）
期　間　　平成 27 年 3 月 31 日まで
助成費用　3000 円
接種方法　県内医療機関にて個別接種

　予防接種法の改正により、平成 26 年 10 月 1 日から「水痘（水ぼうそう）」と「高齢者肺炎球菌」の
予防接種が定期予防接種になりました。

◆水痘（水ぼうそう）予防接種

　平成 26 年度は、過去に肺炎球菌予防接種を受けたことがない方で、以下の①または②に該当する方が対象です。
（すでに肺炎球菌予防接種を受けたことのある方は対象外です。）

　上記の対象者以外で、70 歳以上の方または 65 歳以上 70 歳未満で持病があり接種の必要性を医師が認めた方であっ
て、過去に肺炎球菌予防接種の助成を受けたことがない方について助成を行っています（平成 27 年 3 月 31 日まで）。
希望される方は、健康福祉課にて申請が必要です。

①以下の各年齢となる方

② 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器
　 の機能または免疫機能に障がいのある方

＊対象①の方には、個別に通知します。
＊対象②の方は健康福祉課までご連絡ください。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎ 86 － 0210

　・「親子ふれあい体操」午前10時～ 12時（参加は無料です）

　・健康づくりのための運動講座　午後１時30分～３時

　　　　講師　健康運動指導士　今野陽介　氏

　・げんき弁当コンクール

　・平成25年度げんき弁当コンクール最優秀作品試食会

　　（先着100人限定です）

　・荒砥高校保健委員、元気ニコニコ推進会による禁煙活動展示

　・やってみよう！歯の元気度チェック、ブラッシング体験　

　・ロコモ予防トレーニング体験

　・福祉施設作業体験と売店

　　（こぶしの家、白鷹陽光学園、フラワーほっと）

　・売店（こんにゃく他）　　

「親子ふれあい体操」

▼対象　３歳から小学生までの子どもさん　

　　　　とおうちの方

▼内容　親子でできる体操　

▼講師　健康運動指導士　今野陽介　氏　　

＊午前10時・11時の２回のうちどちらか

＊運動しやすい服装でおいでください。

＊10月29（水）まで必ずお申し込みください。

■申し込み・問い合わせ　

　健康福祉課健康推進係　☎86－0210

「元気ニコニコ健康まつり」 においでください

◆い　つ　11月８日（土）　午前９時30分～午後３時30分
◆どこで　健康福祉センター 「元気弁当コンクール」

▼テーマ　親子で作るお弁当…保育園児の部

　　　　　小学生の部・中学生の部

　　　　　自分で作るお弁当…高校生の部

▼内　容　材料費１食500円で、白鷹（置賜）

　　　　　産の食材を５品以上使った弁当

参加者募集！

　
　

＊各コーナーでおみやげがあります。
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地域包括支援センター ℡86-0112

食
べ
る
と
い
う
所
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
参
加
者
だ
け
で
な
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ
の
方

も
楽
し
め
る
よ
う
様
々
な
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。
季
節
感
を
味

わ
う
花
見
や
七
夕
飾
り
、
芋
煮
会
。

各
地
区
で
活
躍
す
る
団
体
の
出
し

物
（
語
り
部
や
股
旅
踊
り
等
）
を

見
た
り
、
出
前
講
座
（
交
通
安
全

教
室
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警

察
署
の
寸
劇
等
）、
ま
た
、
健
康

づ
く
り
推
進
員
と
の
健
康
づ
く
り

教
室
や
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

・
栄
養
・
口
腔
の
専
門
家
に
実
技

指
導
を
受
け
た
り
、
時
に
は
参
加

者
だ
け
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
方
が
日
中

は
仕
事
が
あ
り
サ
ロ
ン
代
表
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
な
い
た

め
、
65
歳
以
上
の
参
加
者
自
ら
が

代
表
者
と
な
っ
て
サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
と
嘆
か
ず
、
自
分
た
ち
で
で

き
る
範
囲
で
開
催
し
よ
う
と
力
を

合
わ
せ
て
地
域
の
絆
を
守
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
も
、
町

内
や
区
か
ら
の
理
解
が
あ
る
こ
と

が
サ
ロ
ン
を
続
け
る
活
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

「
サ
ロ
ン
」
の
具
体
的
な
開
催
方

法
等
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
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」

や
様
々
な
活
動
に
参
加
し
、
心
も

体
も
元
気
！
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
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「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

で
心
も
体
も
元
気
！

　

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

は
、
65
歳
以
上
の
方
の
閉
じ
こ
も

り
を
予
防
し
心
も
体
も
元
気
に
な

る
た
め
、
憩
い
の
場
と
し
て
身
近

な
分
館
に
集
ま
り
、
地
域
の
方
と

楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

「
近
く
で
集
ま
る
サ
ロ
ン
だ
か

ら
な
ん
と
か
歩
い
て
も
行
け
る
」

「
幼
な
じ
み
と
サ
ロ
ン
で
会
え
る

か
ら
う
れ
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
。

　

現
在
、
月
1
回
程
度
、
29
か
所

で
開
催
さ
れ
、
65
歳
以
上
の
参
加

者
に
は
、
毎
回
、
町
の
介
護
予
防

事
業
か
ら
1
人
２
０
０
円
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
費
の
額
な

ど
は
地
域
に
よ
り
異
な
り
、
午
前

中
か
ら
集
ま
っ
て
昼
食
を
一
緒
に

　

今
年
、
米
沢
市
内
で
大
量
発
生

し
た
「
マ
イ
マ
イ
ガ
」
の
卵
が
町

内
で
も
建
物
の
壁
面
や
街
灯
な
ど

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
来
年
大
量
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ふ
化
（
４

月
頃
か
ら
）
す
る
前
の
駆
除
で
発

生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
自
宅
の
壁
面
な
ど
を
点
検

し
、
卵
を
発
見
し
た
場
合
は
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
駆
除
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

「
マ
イ
マ
イ
ガ
」
と
は
？

　

「
マ
イ
マ
イ
ガ
」
は
ガ
の
一
種

で
、
メ
ス
が
体
長
４
～
５
cm
で
黄

色
か
灰
色
、
オ
ス
は
２
～
３
cm
で

灰
色
か
茶
色
で
す
。
生
存
期
間
は

６
～
10
日
で
、
こ
の
間
に
建
物
の

壁
面
や
樹
木
な
ど
に
産
卵
し
、
卵

は
越
冬
し
て
翌
年
ふ
化
し
ま
す
。

概
ね
10
年
に
１
度
の
周
期
で
大
量

発
生
し
、
発
生
後
３
年
間
は
注
意

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
へ
の
害
は
な
い
の
？

　

成
虫
が
人
に
害
を
与
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幼
虫
は
樹
木

や
草
花
の
葉
に
食
害
を
与
え
る
ほ

か
、
皮
膚
が
弱
い
方
は
触
る
と
か

ぶ
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

「
マ
イ
マ
イ
ガ
」
の
発
生
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

卵
の
駆
除
方
法
は
？

　

外
壁
な
ど
に
付
い
た
卵
（
褐

色
）
は
、
カ
ッ
ト
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
ヘ
ラ
な
ど
で
そ
ぎ
落
と
し
、

土
に
埋
め
る
か
、
可
燃
ご
み
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

（
写
真
提
供　

札
幌
保
健
所
）

■
問
い
合
わ
せ　
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▲マイマイガの卵（約 2～ 5ｃｍ）▲卵は直接手で触れないように。

貝生地区の「あたごいきいき茶
サ

論
ロン

」の様子

▲講師を招いての体操。家ではな
かなかできない運動も、みんなと
一緒だと楽しくできます。

▲あらと保育園の園児を招いて歌
や俳句などを披露してもらい、子
供たちから元気をもらいました。
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Vol.2８ 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪

白
鷹
町
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信

白鷹町総合型地域
スポーツクラブゆめスポしらたか

「RO＊KU
ロ ッ ク

」事務局(中央公民館内) 

tel.87-8988 fax.85-2183 
E-mail 
rokku@so.town.shirataka.yamagata.jp 
ホームページ  
「ゆめスポしらたか」

で検索。または、

『
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
け
ん
こ
う
塾
』

～
栄
養
た
っ
ぷ
り
野
菜
で
健
康
に
～

▼
い
つ

月

日
（
火
）

午
前

時
～

時

分

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
講
師

木
口

祐
里
（
栄
養
士
）

▼
参
加
費

無
料

秋
冬
お
す
す
め
の
野
菜
や
、
そ
の

食
べ
方
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、
ス
ト
レ
ッ
チ
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

月
４
日
（
火
）

『
キ
レ
イ
☆
カ
ラ
ダ
教
室
』

～
秋
の
夜
長
、

お
や
す
み
前
の
快
眠
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～

▼
い
つ

月

日
（
ヨ
ガ

月
５
日
（
ス
ト
レ
ッ
チ

午
後
７
時

分

～
８
時

分

▼
場
所

東
陽
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

会
員

３
０
０
円

非
会
員

７
０
０
円

☆
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

『

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

』

〝
蚕
桑
・
鮎
貝
・
荒
砥
・
十
王
・

鷹
山
・
東
根
〟
各
地
区
対
抗
戦

▼
い
つ

月
９
日
（
日
）

午
後
１
時

分
開
会

▼
場
所

東
根
小
学
校
体
育
館

▼
種
目

◎
パ
ド
ル
テ
ニ
ス

団
体
戦

ダ
ブ
ル
ス
３
チ
ー
ム

各
地
区
６
名
以
上
、
男
女
問
わ
ず

◎
エ
ン
ジ
ョ
イ
吹
き
矢

個
人
戦

５
ｍ
の
部

８
ｍ
の
部

※
両
方
の
種
目
に
参
加
も
大
歓
迎
！

▼
対
象

歳
以
上

▼
持
ち
物

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

▼
参
加
費

無
料

ど
の
地
区
が
優
勝
か
！
熱
く
戦
お

う
！
上
位
入
賞
者
に
表
彰
も
準
備
し

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

月

日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
事
務
局
ま
で

※
大
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、

練
習
会
場
を
開
放
し
ま
す
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が
、

ル
ー
ル
や
上
達
す
る
コ
ツ

を
伝
授
し
ま
す
！

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ

月

日

木

月

日

木

・

月
６
日

木

▼
時
間

午
後
７
時

分
～
９
時

▼
場
所

山
峡
体
育
館
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母
の
実
家　

記
念
の
木
い
っ
ぱ
い　

こ
れ
は
何　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

　

記
念
碑
の　

隅
に
一
輪　

彼
岸
花　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一

　

古
希
祝
い　

記
念
の
マ
フ
ラ
ー　

首
に
巻
き　
　

武
蔵
野　

池
田　

武
子

　

記
念
木　

長
寿
あ
や
か
り　

虫
が
喰
う　

 

　
　

 

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

　

「
記
念
樹
」　

息
子
結
婚　

願
い
込
め　
　
　
　

 

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

　

末
っ
子
孫　

成
人
記
念　

ハ
イ
ポ
ー
ズ　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

　

幾
つ
か
の　

夏
の
記
念
日　

頭
こ
う
べ

垂
れ　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

　

記
念
品　

よ
り
も
嬉
し
い　

金
一
封　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

嫁
ぐ
時　

記
念
と
な
っ
た　

名
セ
リ
フ　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

　

孫
植
え
た　

記
念
樹
今
は　

天
と
ど
く　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

 
 

結
婚
の　

記
念
日
そ
ろ
そ
ろ　

六
十
回　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

平
和
だ
よ　

記
念
す
る
日
が　

見
つ
か
ら
ず　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

着
物
着
て　

汗
と
二
十
歳
の　

記
念
写
真　
　
　

菖　

蒲　

奥
山　

節
子

　

記
念
日
に　

平
和
の
鐘
が　

鳴
り
響
く　
　

 
 

　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

共
白
髪　

夫め
お
と婦

で
迎
え
る　

記
念
の
日　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　

弘

　

記
念
日
を　

自
分
の
た
め
に　

作
る
日
　々
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

　

花
束
を　

誕
生
記
念　

プ
レ
ゼ
ン
ト　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

　

記
念
日
が　

多
く
て
財
布　

膨
ら
ま
ず　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

　

初
孫
生
ま
れ　

記
念
に
残
し　

う
れ
し
く
て　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

　

記
念
日
に　

ひ
と
手
間
か
け
て　

ぜ
ん
囲
む　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

　

記
念
樹
の　

葉
ず
れ
さ
や
か
な　

ロ
マ
ン
聞
く　

浅　

立　

髙
橋　

と
み

　

夫
婦
茶
碗　

何
度
買
い
替
え
て
も
記
念　
　
　
　

荒
砥
乙　

髙
橋　

白
兎

　

家
も
無
く　

語
る
人
無
く　

記
念
の
碑　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

誕
生
日　

曽
孫
と
唄
う　

何い
く

度ど

目
か　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

　

結
婚
の　

記
念
日
毎
に　

妻
強
く　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

　

亡
き
祖
母
と　

ま
つ
り
に
写
し　

記
念
か
な　
　

畔　

藤　

沼
沢　

清

　

記
念
樹
も　

孫
も
成
人　

域
を
盛
る　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

　

多
す
ぎ
て　

覚
え
き
れ
な
い　

記
念
の
日　
　

 
 

荒
砥
乙　

保
科　

努

　

一
生
は　

出
会
い
と
別
れ
の　

記
念
の
日　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

　

孫
達
の　

記
念
樹
眺
め　

願
い
請
う　
　
　
　
　

箕
和
田　

迎
田　

留
蔵

　

寫し
ゃ

眞し
ん

撮
り　

記
念
に
残
る　

ア
ル
バ
ム
に　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

　

欠
席
を　

減
ら
す
工
夫
の　

記
念
品　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

義
務
教
育　

卒
業
写
真　

胸
に
抱
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

染
井
吉
野　

見
上
げ
見
て
い
る　

記
念
樹
で
す　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　
次
回
「
光
」
十
月
二
十
五
日
ま
で
。
　
「
自
分
」
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係
　
宛

　

町
報
川
柳
　
「
記
念
」　　

 
こども俳句「うんどうかい」

　保育園の最大のイベントは、秋のドキドキ・ワクワク運動会です。

一人ひとりが輝きます。悔しくって泣いたりすることもあるけれど、

みんな一生懸命がんばります。

　　　　「うんどうかい　ちからがいっぱい　わいてきた」 
　　　　「もしかして　しんかんせんより　はやいぼく」 
　　　　「いっとうで　ゴールしたぞ　あおいそら」 
　　　　「ころんだけど　おきあがって　ゴールまで」 

よつば保育園

荒
高
掲
示
板 

～
県
立
荒
砥
高
等
学
校
～

◆
就
業
体
験
レ
ポ
ー
ト

　

９
月
17
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、

２
年
生
が
就
業
体
験
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
期
間
中
、
様
々
な
職

業
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣

に
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

あ
ゆ
み
の
園
で
は
、
お
年
寄
り

の
方
々
の
リ
ハ
ビ
リ
の
介
助
や
身

の
回
り
の
お
世
話
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
お
年
寄
り
に
親
身
に
寄
り
添

っ
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
々
も
高

校
生
に
お
世
話
し
て
も
ら
い
喜
ん

で
い
る
よ
う
で
し
た
。
実
習
生
は

介
護
と
い
う
職
業
の
大
変
さ
を
身

を
持
っ
て
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

パ
レ
ス
松
風
で
は
、
お
風
呂
掃

除
や
部
屋
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
部
屋
の
隅
々

ま
で
丁
寧
に
掃
除
し
て
い
ま
し
た
。

広
い
館
内
で
黙
々
と
作
業
を
す
る

仕
事
ぶ
り
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た

が
、
働
く
こ
と
の
大
変
さ
や
喜
び

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
経
験
で
身
に
付
け
た
責
任
感

や
社
会
に
出
て
働
く
こ
と
の
意
義

を
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
で
実
習
生
に
ご
指

導
く
だ
さ
っ
た
町
内
事
業
所
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記　

荒
砥
高
校
２
年　

　
　

丸
山
ひ
と
み
・
佐
藤
大
志
）

▲あゆみの園にてリハビリの介助

▲パレス松風での部屋の清掃
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「
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
」

の
新
体
制（
任
期
２
年
）
で
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
美
し

い
白
鷹
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
ご
み
減

量
化
の
推
進
、
清
ら
か
な
水
環
境

の
保
全
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
や
環

境
出
前
講
座
の
開
催
な
ど
、
梅
津

一
久
会
長（
十
王
）を
中
心
に
16
名

の
委
員
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
づ
く
り
講
座

　

蚕
桑
・
鮎
貝
・
鷹
山
の
各
地
区

公
民
館
に
お
い
て
、
ぼ
か
し
づ
く

り
講
座
を
開
催
し
、
合
計
で
59
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ぼ
か
し
づ
く
り
は
、
生
ご
み
減

量
に
つ
な
が
る
活
動
で
町
全
体
に

広
が
っ
て
お
り
、
ご
み
削
減
の
大

き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

団
体
や
公
民
館
活
動
な
ど
で
生

ご
み
減
量
目
的
の
ぼ
か
し
づ
く
り

を
行
う
場
合
は
、
講
師
の
派
遣
や

Ｅ
Ｍ
資
材
等
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

 
美
し
い
郷
へ
GO
！

　
　

白
鷹
発　

み
ら
い
・
環
境
ニ
ュ
ー
ス

　

学
校
や
保
育
園
の
プ
ー
ル
は
、

こ
れ
か
ら
春
ま
で
の
間
に
、
雨
や

風
に
よ
っ
て
空
気
中
の
ご
み
や
葉

っ
ぱ
、
土
な
ど
が
入
る
た
め
ア
オ

コ
が
発
生
し
ま
す
。
水
環
境
部
会

で
は
、
町
内
小
中
学
校
や
保
育
園

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
Ｅ
Ｍ

を
使
っ
た
プ
ー
ル
で
の
環
境
浄
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
に

よ
り
、
ア
オ
コ
や
悪
臭
の
発
生
抑

制
、
洗
剤
の
抑
制
に
つ
な
が
る
ほ

か
、
清
掃
時
間
の
短
縮
も
図
ら
れ

る
た
め
、
春
の
プ
ー
ル
そ
う
じ
が

楽
に
な
っ
た
と
子
ど
も
た
ち
や
先

生
方
か
ら
大
好
評
で
す
。

　

先
月
、
町
内
各
小
学
校
の
４
年

生
の
み
な
さ
ん
に
、
家
庭
か
ら
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
た
米
の
と
ぎ

汁
を
学
校
に
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、

③
停
止
時
…
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

　

ッ
プ

環
境
に
や
さ
し
い
プ
ー
ル
清
掃　

授
業
の
中
で
環
境
に
関
す
る
お
話

と
米
の
と
ぎ
汁
発
酵
液
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。
教
室
内
の
日
の
あ
た

る
場
所
に
お
い
て
時
間
を
か
け
て

発
酵
さ
せ
、
自
分
が
作
っ
た
発
酵

液
を
今
月
プ
ー
ル
に
投
入
し
ま
す
。

　

来
年
の
春
、
プ
ー
ル
の
壁
や
底

の
ヌ
メ
リ
が
き
れ
い
に
は
が
れ
落

ち
て
「
ら
く
ら
く
プ
ー
ル
そ
う
じ
」

が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

　

8
月
2
日
～
3
日
の
白
鷹
町
産

業
フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
講
習
会
を
開
催
し
、
山
形
県

自
動
車
公
益
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方

を
講
師
に
、
講
習
と
実
際
の
運
転

に
よ
り
、
13
人
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
最
新
の

情
報
や
、
新
型
自
動
車
の
お
話
も

あ
り
、
環
境
問
題
は
み
ん
な
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
発
進
時
…
時
速
20　

ま
で
は
５

秒
か
け
て
ゆ
っ
く
り
加
速
の
ふ
ん

わ
り
ス
タ
ー
ト

②
走
行
時
…
一
つ
先
の
信
号
も
見

　

て
車
間
距
離
に
余
裕
を
持
っ
て        

　

の
運
転

　

省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

で
は
、
こ
の
た
び
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
製
し
ま
し
た
。 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
を
受
講
さ

れ
た
方
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
「
こ
れ
か
ら

の
ド
ラ
イ
ブ
マ
ナ
ー
」
で
す
。
愛

車
に
貼
っ
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
！

　　

美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
環
境
に
関
心
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議

（
事
務
局
／
町
民
課
く
ら
し
環
境
係
）

☎
85

－

６
１
３
１

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
！

▲滝野地区のぼかしづくり講座

▲東根小学校での発酵液づくり授業

　

ご
み
・
資
源
部
会

　

加
藤
仁
美（
蚕
桑
）

　

戸
借
清
策（
鷹
山
）

　

片
山
せ
つ（
蚕
桑
）

　

髙
山
悦
子（
荒
砥
）　

　

芳
賀
吉
弘（
荒
砥
）

　

水
環
境
部
会

　

石
川
重
二（
鮎
貝
）

　

佐
藤
久
一（
蚕
桑
）

　

紺
野
秀
雄（
鮎
貝
）

　

酒
井
良
加（
鮎
貝
）

　

鈴
木
賢
吉（
東
根
）

　

省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

　

熊
坂
勝
則（
十
王
）

　

金
田　

正（
蚕
桑
）

　

梅
津
宗
吉（
東
根
）

　

紺
野
俊
一（
鷹
山
）

　

山
口
政
人（
十
王
）　

km
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「入湯税」とは？

　入湯税は町内の温泉（鉱泉浴場）を利用した人が

負担する税金で、経営者が料金と一緒に徴収し、町

に納付します。この税は目的税として、環境衛生施

設や鉱泉源の保護管理施設・消防施設・観光施設等

の整備及び観光の振興などにその使い道が定められ

ています。町内では２つの温泉施設が営業を行って

おり、平成25年度は、742万円の収入があり、鉱

泉源の保護管理や観光振興に充てられました。

　平成25年度の利用者は約70,300人で、７月豪雨

の影響等により昨年より減少となりました。

●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　100円
●課税されない人
　12歳未満の人や、学校が教育活動として実施する
行事に参加する生徒などは課税されません。

「都市計画税」とは？

　都市計画税は、都市計画法第59条の規定に基づく

道路・公園・下水道などの都市計画事業や土地区画

整備事業の費用に充てる市町村の税金です。

　平成25年度は、3,951万円の収入があり、下水

道などの整備に充てられました。

　白鷹町では、昭和54年から導入し、課税は町の

都市計画区域内で条例で定めている課税区域内の

土地と家屋が対象となっており、税率は0 .3％で、  

固定資産税とあわせて賦課・徴収しています。

「エルタックス（eLTAX）」とは？

　エルタックスとは、地方税の申告及び申請・届出

の手続きをインターネットを利用して電子的に行う

システムのことです。従来紙で行っていた地方税の

申告が、自宅や職場などのパソコンから行うことが

できます。

　町では平成22年９月から法人町民税、固定資産税

（償却資産）、個人住民税（給与支払報告書）などの

申告サービスを開始しています。

メリットは？

①複数の市町村への申告をまとめて一度に送信でき

　ます。

②エルタックス用の無償ソフト「PC desk」または

　市販の税務・会計ソフトで申告書が簡単に作成で

　きます。

③利用できる時間が長い。（平日午前８時30分～午

　後９時）

※エルタックスの詳細や利用届出の手続きなどにつ

いては、エルタックスホームページをご覧ください。

（ホームページ　http://www.eltax.jp/　）

■問い合わせ　
入湯税・電子申告…税務出納課町民税係　☎85－6132
都市計画税　　　…税務出納課資産税係　☎85－6133

税   のまめ知識 年末調整説明会のお知らせ

開催月日 時　　間 会　　場 対象地域

11 月 13 日

( 木 )

 午後１時 30 分～

　　　 ３時 30 分
長井市置賜生涯学習プラザ

白鷹町

飯豊町

11 月 14 日

( 金 )

 午前 10 時～ 12 時

長井市置賜生涯学習プラザ 長井市
 午後１時 30 分～

　　　 ３時 30 分

◆説明内容
・ 年末調整のしかた
・ 給与所得の源泉徴収票等の作成と提出
・ 給与支払報告書（総括表）の書き方
・ 源泉徴収票・支払調書提出のチェックポイント

　平成 26 年分の年末調整関係事務の事業所説明会
を下記の日程で開催します。

開催日 担当税理士 電話番号 場所

11 月 10 日 ( 月 )

金田　和夫 88-9159 長井税理士法人
（長井市館町南 10-57）

渡邉美津夫 87-0057 渡邉税理士事務所
（長井市台町 4 番 8 号）

植木　英夫 84-2505 須貝税理士事務所
（長井市新町 14-29）

11 月 11 日 ( 火 )

須貝　周一 84-2505 須貝税理士事務所
長澤　修司 88-9159 長井税理士法人

土屋　正昭 85-0326 土屋税理士事務所
（白鷹町大字十王 5540-8）

11 月 12 日 ( 水 )

長沼　安義 72-2400 長沼税理士事務所
（飯豊町大字椿 3596-3）

海老名信乃 85-4548 海老名税理士事務所
（白鷹町大字十王 3740）

村上　俊浩 88-9159 長井税理士法人

「税を考える週間」無料相談

　東北税理士会長井支部では、11 月 11 日～ 17 日
の「税を考える週間」にあわせて無料税務相談を行
います。事前に電話での予約をお願いいたします。

　なお、個人事業者の青色申告決算説明会（年末調
整関係事務の説明も含む。）は別途開催されます。

◆会場の収容人数の都合上、対象地域を指定してい
　ますが、日程のご都合が合わない場合は、他の会
　場への出席が可能です。

■問い合わせ　
　長井税務署　調査部門　☎ 84 － 1810（代表）
※自動音声によりご案内しております。

※相談の時間は午前 10 時～午後 3 時です。



●26　　 広報しらたか　2014.10.14 　　 広報しらたか　2014.10.14

支出日 区分 支出額(円) 内　　　　容

9 月  1 日 香典 5,000　 　職員親族弔慰金

9 月　2 日 御祝 5,000　 　地酒と黒べこまつり

9 月　2 日 御祝 3,160　 　諏訪神社例大祭

9 月 10 日 御祝 5,000　 　マイクロライト日本選手権大会ウェルカムパーティー

9 月 18 日 御祝 5,000　 　公益財団法人やまがた健康推進機構創立 50 周年記念式典

9 月 22 日 香典 10,000　        　元南陽市長弔慰金

9 月 25 日 献花 10,000　 　山形大学医学部慰霊祭

9 月 29 日 贈答品 10,880　 　重要事業要望

計 54,040　

  ９月の町長交際費 平成26年9月に支出された町長交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　総務課総務係　☎85－6120

Ｑ
現
在
３
歳
前
の
第
１
子
が
保
育

園
に
入
所
し
て
い
ま
す
。
第
２
子

を
出
産
し
、
こ
れ
か
ら
育
児
休
暇

を
取
る
つ
も
り
で
す
が
、
育
児
休

暇
中
は
保
育
園
に
入
所
で
き
な
い

と
聞
き
ま
し
た
。
本
当
に
入
所
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

お
答
え
し
ま
す

　

保
育
園
の
入
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
で
は
産
後
３
カ
月
経
過

後
、
母
親
が
育
児
休
暇
を
取
り
家

庭
に
い
る
場
合
は
、
退
所
の
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

保
育
園
に
入
園
中
の
児
童
の
発
達

に
環
境
の
変
化
が
好
ま
し
く
な
い

場
合
や
母
親
の
体
調
、
ま
た
は
家

庭
事
情
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
状
況
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
町

で
入
所
の
判
断
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
不
明
な
点
や
不
安
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係　

　

☎
86

－

０
２
１
２

広報直通便

◆い　つ　10月26日（日）　午前10時～午後２時30分
◆どこで　山形鉄道フラワー長井線　荒砥駅　特設会場

フラワー長井線まつりを開催します！

◆催し
１．オープニングセレモニー　　　　　　　　　　　　　　　
２．白鷹町少年少女合唱団　　　　　　　　　　　　　　　　
３．ミニＳＬ試乗会（催物開催時間運行はしません）　  　　　
４．あらと保育園　演技　　　　　　　　　                            
５．荒砥高校吹奏楽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６．よさこい白鷹櫻鷹会　演舞　　　　　　　　　
７．花でフラワー長井線誕生会　　　　　　　　　　　　　　
８．フラワー長井線スマイルプロジェクト　　　　　　　　　
９．イメージソング AKEMI｢ スマイル ｣ コンサート　　　　　

10：00 ～ 10：15
10：15 ～ 10：30
10：20 ～ 14：30
11：00 ～ 11：15
11：30 ～ 11：45
12：10 ～ 12：30
12：35 ～ 12：44
12：40 ～ 12：45
13：00 ～ 13：30

「フラワー長井線スマイルプロジェクト１００」

みんなで手を振り12時43分荒砥駅到着の臨時列車をまつり会
場で 迎えましょう。

■問い合わせ　フラワー長井線まつり実行委員会（事務局　山形鉄道）　☎88－2002　

2014年「長井線開通100周年記念」

◆鉄道イベント　１００円列車の運行　当日は１回乗車ごと１００円でフラワー長井線に乗車できます。

フラワー長井線は1914年の梨郷～長井間の開通から100周年を迎えます祝
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第
11
回
鷹
山
地
区
公
民
館
ま
つ
り

▼
い
つ　

10
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

鷹
山
地
区
公
民
館

▼
内
容　

＊
獅
子
舞
演
舞
（
昼
12
時
30
分
）

　

滝
野
・
萩
野
・
中
山
各
地
区
の

　

獅
子
舞
…
今
年
は
中
山
の
獅
子

　

が
ト
リ
を
務
め
ま
す
。

＊
金
魚
す
く
い
・
く
じ
引
き
屋
・

　

綿
あ
め
・
売
店
・
手
打
ち
そ
ば

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
通
学
を
し
て
い
る
方
（
高

校
生
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）、 

協
会
が
特
に
認

め
た
方　

▼
競
技
種
目　

男
子
Ａ
・
Ｂ
ダ
ブ

ル
ス
、
女
子
Ａ
・
Ｂ
ダ
ブ
ル
ス
、

少
年
少
女（
小
学
生
）ダ
ブ
ル
ス
、

少
年
少
女
シ
ン
グ
ル
ス

▼
競
技
方
式　

予
選
リ
ー
グ
後
に

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
参
加
人
数

に
よ
り
変
更
あ
り
）

▼
参
加
料　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
７
０
０
円　

　
　
　

中
学
生
以
下
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

参
加
種
目
、
選
手

名
、
所
属
、
申
込
責
任
者
の
住
所

と
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
10

月
28
日
（
火
）
ま
で
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
８
４
１　

白
鷹
町

大
字
畔
藤
２
５
６
１　

小
形
欽
也

☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

１
７
７
２

お
き
た
ま
八
食
祭

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
「
お
き

た
ま
八
食
祭
」
を
、
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
の
１
０
０
周
年
を
祝
う
『
ス

マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
０
０
』

『
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
ま
つ
り
』
と

催　し

＊
三
輪
車
競
争

＊
小
学
生
作
品
展
示　

な
ど

▼
そ
の
他　

滝
野
、
中
山
、
針
生

方
面
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
（
１
往
復
）

▼
問
い
合
わ
せ　

鷹
山
地
区
公
民

館　

☎
87
―
２
５
０
２

第
20
回
　
陽
光
ま
つ
り

▼
い
つ　

10
月
19
日（
日
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
45
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
内

▼
内
容　

山
形
大
学
花
笠
サ
ー
ク

ル
・
四
面
楚
歌
さ
ん
の
踊
り
・
Ａ

Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ⅰ
さ
ん
シ
ョ
ー
・
模
擬
店

・
バ
ザ
ー
・
抽
選
会
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

☎
85

－

３
０
３
０

白
鷹
盆
栽
会
展
示
会

▼
い
つ　

10
月
25
日（
土
）～
27
日

（
月
）　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

東
根
小
学
校
前　

東

山
際
盆
栽
友
学
館

■
問
い
合
わ
せ　

平
吹
稔

☎
85

－

３
７
３
２

白
鷹
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
　

▼
い
つ　

11
月
９
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合　

同
時
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

長
井
駅
前
「
フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
ま
つ
り
長
井
駅
会
場
」

▼
内
容　

「
八
食
ま
る
し
ぇ
」

置
賜
３
市
５
町
か
ら
自
慢
の
「
ご

当
地
グ
ル
メ
」
や
「
新
鮮
な
採
れ

た
て
野
菜
と
果
物
」
が
集
ま
る
ほ

か
、
置
賜
の
地
酒
と
ワ
イ
ン
も
勢

ぞ
ろ
い
し
ま
す
。
置
賜
の
お
い
し

さ
を
ま
る
ご
と
堪
能
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

置
賜
八
食
祭
実
行
委
員
会

（
事
務
局　

置
賜
広
域
行
政
事
務

組
合
総
務
課
企
画
財
政
係
内
）

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６

お
い
た
ま
３
地
域
（
南
陽
・
米
沢

・
西
置
賜
）
合
同
生
協
ま
つ
り

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

生
協
共
立
社
置
賜
支

部
（
南
陽
市
梨
郷
６
４
８

－

4　

国
道
１
１
３
号
線
沿
い
）

▼
内
容　

＊
生
協
商
品
の
試
食
・
販
売
・
活

　

動
の
展
示

＊
生
協
関
係
諸
団
体
（
産
直
）
の

　

直
売

外
国
人
生
活
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

山
形
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、 

県
内
に
お
住
ま
い
の
外
国
人

の
方
を
対
象
に
、 

日
常
生
活
で
困

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
母
国
語
で

相
談
で
き
る
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
開
設
曜
日
と
開
設
時
間

◇
日
本
語 

・
英
語　

火
～
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◇
中
国
語　

火
曜
日
と
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
ポ
ル
ト
ガ
ル
語　

水
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
韓
国
語　

木
曜
日
と
土
曜
日　

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
タ
ガ
ロ
グ
語　

金
曜
日　

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
場
所　

山
形
市
城
南
町
１
丁
目

１

－

１　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
２
階

山
形
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
内

公
益
財
団
法
人
山
形
県
国
際
交
流

協
会

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
２
３

－

６
４
６

－

８
８
６
１

▼
相
談
専
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

E-m
ail:soudan@

airyam
agata.

org■
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人

山
形
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

２
５
６
０

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

４
場
所
連
続
の
勝
ち
越
し

　

大
相
撲
九
月
場
所

（
9
月
14
日
～
28
日
）

取組 星取 決まり手
初　日 ○ 小手投げ
４日目 ○ 掬い投げ
５日目 ○ 突き出し
中　日 ● 寄り切り
９日目 ● 叩き込み
11 日目 ● 押し出し
13 日目 ○ 寄り切り

東幕下27枚目　4勝3敗

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　

今
場
所
は
初
日
か
ら
調
子
が

良
く
３
連
勝
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
３
連
敗
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
や
は
り
、
気
を
抜
く
と
、

勝
て
る
相
撲
も
勝
て
な
く
な
っ

て
自
分
の
相
撲
が
取
れ
な
く
な

る
も
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
今
場
所
も
ま
た
、
課
題

の
残
る
場
所
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
つ
一
つ
地
道
に
課
題
を
克
服

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　

今
場
所
も
た
く
さ
ん
の
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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募　集

や
ま
が
た
環
境
展
２
０
１
４

　

全
国
一
ゴ
ミ
の
少
な
い
県
を
め

ざ
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
３
Ｒ
関

連
製
品
や
環
境
技
術
の
展
示
、
楽

し
く
役
に
立
つ
イ
ベ
ン
ト
や
体
験

が
満
載
の｢

や
ま
が
た
環
境
展
２

０
１
４｣

を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
25
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　

10
月
26
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
「
山
形
ビ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
グ
」

▼
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

【
25
日
】

午
前
11
時
20
分
・
午
後
２
時
45
分

お
も
し
ろ
環
境
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

12
時
30
分　

エ
コ
料
理
ふ
る
ま
い

【
26
日
】

午
前
10
時
40
分
・
午
後
２
時
40
分

環
境
落
語

午
前
1
時
・
午
後
３
時

「
テ
ツ
ａ
ｎ
ｄ
ト
モ
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
」

【
両
日
】　

お
も
ち
ゃ
交
換
会
「
か
え
っ
こ
バ

ザ
ー
ル
」

エ
コ
カ
ー
新
車
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

　

山
形
県
循
環
社
会
推
進
課　

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
２
２

｢

お
き
た
ま
お
い
し
い
米
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル｣

出
品
大
募
集

　

平
成
26
年
度
の｢

お
き
た
ま
お

い
し
い
米
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル｣

へ
の
出
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
参
加
資
格　

置
賜
管
内
の
生
産

者
・
生
産
者
団
体

▼
参
加
区
分 

「
つ
や
姫
」「
は
え

ぬ
き
」
の
２
部
門

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
玄
米
サ
ン
プ
ル
５

０
０
グ
ラ
ム
を
添
え
て
、
産
業
振

興
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
１
応
募
者
各
部
門
１
点
以
内
）

※
申
込
書
は
産
業
振
興
課
・
Ｊ
Ａ

白
鷹
支
店
、
西
置
賜
農
業
技
術
普

及
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限　

10
月
31
日
（
金
）

▼
審
査
方
法　

一
次
審
査
…
申
込

書
類
審
査
及
び
食
味
成
分
な
ど

二
次
審
査
…
一
次
審
査
の
上
位
に

つ
い
て
、
審
査
員
に
よ
る
食
味
官

能
試
験
（
試
食
）
で
順
位
を
決
定

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
農
業
技
術
普
及
課
作
物
担

当　

☎
88

－

８
２
１
６

西
置
賜
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

６
次
産
業
化
に
向
け
た
楽
し
い

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
い
つ　

10
月
30
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市　

は
ぎ
苑　

新
館

▼
内
容 

【
基
調
講
演
】　

演
題
「
県
産
農
産
物
を
素
材
と
し

た
食
品
加
工
を
進
め
よ
う
！
」

講
師　

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
食
品
加
工
開
発
部
加
工
開

発
推
進
主
幹　

小
笠
原
悦
子
氏

【
事
例
紹
介
】　

西
置
賜
農
業
賞
受
賞
者
、
管
内
の

取
り
組
み

【
展
示
・
試
食
】

農
産
加
工
品
、
新
米
、
管
内
産
果

物
・
野
菜
・
花　

な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
参
加
者　

西
置
賜
管
内
の
農
業

者
及
び
関
係
者

▼
募
集
人
数　

先
着
１
０
０
人

▼
申
込
期
限　

10
月
23
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係　

☎
85

－

６
１
０
７

第
34
回
こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

日
本
精
神
科
病
院
協
会
山
形
県

支
部
で
は
、
精
神
科
医
療
及
び
保

健
福
祉
に
対
す
る
社
会
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
こ
ろ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

す
。

【
作
品
展
】

西
置
賜
地
区
の
精
神
障
害
者
の
方

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
水
）
～
10

月
31
日
（
金
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市
会
場　

長
井

郵
便
局

【
講
演
会
】

演
題
「
メ
ン
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

講
師　

笹
原
美
智
子　

氏

▼
い
つ　

11
月
14
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～

▼
ど
こ
で　

酒
田
市　

東
北
公
益

文
科
大
学　

公
益
ホ
ー
ル

※
作
品
展
、
講
演
会
と
も
入
場
無

料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

川
記
念
病
院

　

☎
87

－

８
０
０
０

＊
わ
け
あ
り
生
協
商
品
激
安
販
売

＊
大
抽
選
会
・
模
擬
店　

な
ど

※
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

生
協
の
商
品
や
活
動
に
ぜ
ひ
ふ

れ
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
生
協

☎
０
２
３
８

－

84

－

６
３
９
５

山
形
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
４
を
開
催
し
ま
す

　　

県
内
の
生
産
者
が
栽
培
し
た
最

高
級
の
花
が
出
品
さ
れ
る
品
評
会
、

産
地
紹
介
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、 

出
品

物
の
販
売
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、 

白
鷹
町
の
花
も
出
品

さ
れ
る
予
定
で
す
。 

ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ

　

10
月
18
日（
土
）　

午
前
10
時
～

　

午
後
４
時

　

10
月
19
日（
日
）　

午
前
9
時
～

　

11
時

▼
ど
こ
で　

新
庄
市　

大
地
会
館

※
会
場
で
は
、「
も
が
み
大
産
業
ま

つ
り
」と
「
新
庄
味
覚
ま
つ
り
」が

同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

最
上
総
合
支
庁

農
業
振
興
課
農
産
園
芸
担
当

☎
０
２
３
３

－

29

－

１
３
１
７
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光
業
就
業
セ
ミ
ナ
ー
（
全
４
回
中

第
２
回
）
を
開
催
し
ま
す

　

将
来
観
光
の
お
仕
事
に
就
き
た

い
方
、
ご
興
味
の
あ
る
方
、
ど
な

た
で
も
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
２

回
目
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
11
日
（
火
）　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
置
賜
総
合
支
庁　

２
階
講
堂

▼
内
容　

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

講
演
「
県
や
置
賜
で
何
し
っ
た
な

ぁ
？
」

－

地
域
で
求
め
る
観
光
業

リ
ー
ダ
ー

－

講
師　

上
杉
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役　

内
藤
文
徳
氏
ほ
か

パ
ネ
ラ
ー　

小
野
川
温
泉
河
鹿
荘

代
表
取
締
役　

佐
藤
雄
二
氏
ほ
か

▼
参
加
料　

無
料

▼
定
員　

40
人

▼
申
込
期
限　

10
月
31
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
観
光
振
興
室

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
９
８

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修
会

　

保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
て

現
在
保
育
の
仕
事
か
ら
離
れ
て
い

る
方
、
資
格
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

を
対
象
に
し
た
研
修
会
で
す
。

　

一
般
…
11
月
１
日
（
土
）
～
平

成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

▼
試
験
日　

　

推
薦
…
平
成
27
年
１
月
10
日

（
土
）
～
１
月
12
日
（
月
）
の
３

日
間
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
１
日

　

一
般
…
平
成
27
年
１
月
24
日

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地

域
事
務
所
（
米
沢
市
金
池
三
丁
目

１

－

39　

米
沢
地
方
合
同
庁
舎

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

▼
演
題　

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

肺
炎
の
予
防
と
対
策
」

■
問
い
合
わ
せ　

町
立
病
院
事
務

局　

☎
85

－

２
１
５
５

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

認
知
症
介
護
の
経
験
者
の
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
介
護
に
つ

い
て
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談

（
ご
参
加
）
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限　

10
月
20
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

①
元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
一
緒
に
健
康
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

▼
い
つ　

10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
集
合

▼
集
合
場
所　

中
山
ス
キ
ー
場

▼
コ
ー
ス　

中
山
地
区
コ
ー
ス　

　
　
　
　
　

終
了
後
に
い
も
煮
会

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
な
ど

▼
会
費　

１
３
０
０
円

▼
申
し
込
み　

10
月
17
日
（
金
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
軽
ス
ポ
ー
ツ

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

11
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館　

▼
内
容　

輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
吹
隆　

☎
85

－

０
９
４
２

し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
採
択
事
業 

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
参
加
者
募
集 

　　

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
教
室
で
す
。
初
心
者
も
大

歓
迎
で
、
見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
い
つ　

10
月
25
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～
午
後
９
時
ま
で 

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ

ー ▼
参
加
料　

無
料 

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
ド
リ
ン

ク
等 

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日

午
後
７
時
50
分
ま
で
直
接
会
場
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

吉
村

☎
０
８
０

－

６
０
２
６

－

５
２
４
３

▼
い
つ　

11
月
９
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～

▼
ど
こ
で　

山
形
県
看
護
協
会
会

館
（
山
形
市
松
栄　

ア
ル
カ
デ
ィ

ア
ソ
フ
ト
パ
ー
ク
山
形
内
）

▼
内
容

＊
研
修
（
保
育
を
め
ぐ
る
現
状
、

　

現
場
が
求
め
る
人
材
と
は
）

＊
各
種
就
職
相
談

＊
保
育
の
現
場
体
験
（
後
日
）

▼
対
象
者　

現
在
離
職
し
て
い
る

保
育
士
資
格
所
有
者
等

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

10
月
29
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ	
山
形
県
社
会
福

祉
協
議
会　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
３
３

－
７
７
３
９	

自
衛
官
等
採
用
の
お
知
ら
せ

◇
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

▼
受
付
期
間　

～
11
月
21
日（
金
）

▼
試
験
日　

11
月
30
日
（
日
）

◇
募
集
種
目　

高
等
工
科
学
校
生

徒
）

▼
応
募
資
格　

15
歳
以
上
（
中
学

卒
業
見
込
み
を
含
む
）
17
歳
未
満

の
男
子

▼
受
付
期
間　

　

推
薦
…
11
月
１
日
（
土
）
～
12

月
５
日
（
金
）

おしらせ

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
昨
年
に

引
き
続
き
「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
肺
炎
の
予
防
と
対
策
に
つ
い

て
の
詳
し
い
お
話
を
お
聞
き
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
28
日
（
火
）

　

午
後
６
時
30
分
～
（
午
後
６
時

開
場
）　

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

▼
講
師　

山
形
市
立
病
院
済
生
館

呼
吸
器
内
科
長　

岩
渕
勝
好
先
生
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○発作外来（てんかん、偏頭痛等）第１土曜日の午後（要予約）

○　川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、作業療法士さん、

　理学療法士さんを募集しています。

○准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や看護

　学校及び准看護師学校へ入学希望の方、当病院の修学資金制度を

　利用してみませんか。

※お問い合わせ：　川記念病院事務長まで　電話８７－８０００　

発作外来診療のご案内　看護師・准看護師・作業療法士・理学療法士募集

小児科　内科　精神科　児童精神科
老年精神科　神経内科　リハビリテーション科　

広告

相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
。

▼
日
時　

10
月
24
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
会
場　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

　

２
階
２
０
３
会
議
室

▼
予
約
先　

山
形
財
務
事
務
所
課

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

▼
受
付
期
間　

～
10
月
22
日（
水
）

▼
受
付
時
間　

平
日　

午
前
８
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
財
務
事
務

所
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
１
７
７

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

へ
の
助
成
に
つ
い
て

　

山
形
県
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
を
図
る
た
め
、
家

庭
や
事
業
所
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を
促
進

し
、
設
備
設
置
に
対
し
て
助
成
を

行
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
設
備

◇
太
陽
光
発
電
設
備

◇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
機
器

◇
太
陽
熱
利
用
装
置

◇
地
中
熱
利
用
空
調
・
融
雪
装
置

◇
風
力
発
電
設
備

▼
申
込
期
限　

平
成
27
年
２
月
27

日
（
金
）

▼
受
付
窓
口　

委
託
先
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ビ
ル
ト
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
パ
ン

☎
０
２
３

－

６
７
３

－

９
５
０
１

※
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推

進
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－
３
０
６
８

山
形
県
行
政
書
士
会
長
井
支
部
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

行
政
書
士
は
皆
様
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
車
庫
証
明
・
農
地
転
用

・
各
種
業
法
の
許
認
可
や
届
出
な

ど
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作

成
、
提
出
を
代
理
し
ま
す
。
最
寄

り
の
会
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
最
寄
り
の
会
員
】
広
川
と
し
子

・
加
藤
秀
人
・
栗
原
宗
利
・
石
山

長
吉
・
鈴
木
修
・
青
木
潔

毎
月
第
４
火
曜
日
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
長
井
市
役
所
市
民
相

談
セ
ン
タ
ー
で
無
料
相
談
を
承
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
支
部

（
松
山
和
好
行
政
書
士
事
務
所
内
）

☎
87

－

１
８
０
０

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
ご
案
内

　

知
的
財
産
に
関
す
る
悩
み
や
課

題
の
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

◇
特
許
や
商
標
な
ど
の
出
願
手
続

　

き
方
法
や
費
用

◇
先
行
技
術
や
先
願
商
標
の
調
査

　

方
法

◇
知
的
財
産
権
に
よ
る
技
術
等
の

　

保
護
手
段

◇
知
的
財
産
権
で
保
護
を
図
り
な

　

が
ら
ブ
ラ
ン
ド
確
立　

な
ど

▼
相
談
料　

無
料
（
秘
密
厳
守
）

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

８
１
３
０

▼
窓
口
開
設
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人
山
形
県
発
明
協
会

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

８
１
３
０

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の
経
営

者
の
皆
様
へ

　

個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
り
事
業
が
破
綻

し
て
も
一
定
の
生
活
費
等
を
残
す

こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で
き
ま

し
た
。

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が

明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
等

に
お
い
て
個
人
保
証
が
不
要
と
な

る
こ
と

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い

て
も
、 

経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に

早
め
に
事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断

し
た
際
に
一
定
の
生
活
費
等
が
残

山
形
県
委
託
事
業

や
ま
が
た
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

置
賜
地
域
出
張
登
録
会
の
ご
案
内

　

個
別
の
お
見
合
い
を
望
む
方
へ

の
支
援
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

登
録
す
る
と
会
員
同
士
が
直
接
会

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
10
月
25
日
（
土
）～
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
３
階
会
議
室
（
米
沢
市
金
池

３
丁
目
１

－

14
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

婚
活
応
援
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

町
婚
活
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
で
は
、

結
婚
や
良
い
出
会
い
を
望
む
方
へ

の
支
援
と
し
て
、
毎
月
１
回
、
結

婚
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
日
程
は
、
毎
月
の
お
知
ら
せ

版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
子

育
て
支
援
係　

☎
86

－
０
２
１
２

借
金
に
関
す
る
巡
回
無
料
相
談
会

　　

事
前
に
ご
予
約
の
う
え
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
弁
護

士
な
ど
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
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広告

広告
　
保
育
園
給
食

　
　
放
射
性
物
質
検
査
結
果

　

測
定
限
界　

　

０
・
46
～
０
・
71
ベ
ク
レ
ル

　

／
㎏
以
下

　

▼
期
間　

　

９
月
10
日（
水
）～
17
日（
水
）

　
　

　
　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放

　

射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ

　

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

　　

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２

る
こ
と
を
定
め
る
「
経
営
者
保
証

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
融
機
関
と
相
談
し
た
い
方
は

左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
東
北
本
部 

☎
０
２
２

－

７
１
６

－

１
７
５
１

東
北
ろ
う
き
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県

内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
は
、 

そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
元
金

３
０
０
万
円
を
限
度
に
教
育
基
金

協
会
か
ら
年
２
・
０
％
の
利
子
補

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
使
い
み
ち　

高
校
、
短
大
、
大

学
、
各
種
専
門
学
校
等
の
学
資
金

や
住
居
・
生
活
資
金
な
ど

▼
融
資
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

▼
融
資
金
利
（
固
定
金
利
、
保
証

料
込
み
）

年
２
・
50
％
～
３
・
65
％

▼
融
資
期
間　

最
長
10
年　

※
在
学
期
間
中
、
元
金
の
返
済
を

最
長
６
年
間
据
え
置
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
間
は
利
息
の
み
の

返
済
と
な
り
ま
す
。

▼
保
証
料　

団
体
会
員　

年
０
・
70
％

団
体
会
員
以
外　

年
１
・
20
％

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

▼
使
い
み
ち　

自
動
車
や
家
電
の

購
入
、
教
育
資
金
、
医
療
費
な
ど

生
活
資
金
全
般　

▼
対
象
者　

①
白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者

の
方
、
ま
た
は
白
鷹
町
勤
労
者
互

助
会
会
員
の
方
。

②
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た
は
職

場
に
融
資
制
度
の
な
い
方
。

▼
融
資
額　

２
０
０
万
円
以
内

▼
融
資
金
利　

年
２
・
０
％
（
固

定
金
利
・
保
証
料
別
）

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
」
の
会

員
は
町
よ
り
年
１
・
０
％
の
利
子

補
給
が
あ
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
勤
労
者
互
助
会
」
会
員

以
外
の
方
は
町
よ
り
年
０
・
３
％

の
利
子
補
給
と
な
り
ま
す
。

▼
融
資
期
間　

７
年
以
内

▼
保
証
料　

年
０
・
６
％
（
東
北

労
働
金
庫
長
井
支
店
が
指
定
す
る

保
証
機
関
の
保
証
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫
長
井
支
店

☎
84

－

１
１
０
０

銃
器
犯
罪
の
な
い
安
全
な
社
会
を

　

拳
銃
に
よ
る
犯
罪
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。 

拳
銃
は
皆
さ
ん
の
身
近

に
隠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

　

警
察
で
は
、一
般
の
方
の
情
報

に
よ
り
拳
銃
が
押
収
さ
れ
、 

か
つ
、

犯
人
が
検
挙
さ
れ
た
場
合
、 

拳
銃

一
丁
に
つ
き
10
万
円
を
目
安
と
し

て
報
奨
金
を
支
払
う
「
拳
銃
１
１

０
番
制
度
」
を
、
ま
た
、
寄
せ
ら

れ
た
情
報
に
よ
り
事
件
が
解
決
し

た
場
合
は
10
万
円
を
限
度
と
し
て

報
奨
金
を
支
払
う
「
匿
名
通
報
制

度
」  

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
な
社
会
を
築
く
た
め
に
積

極
的
な
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
拳
銃
１
１
０
番

☎
０
１
２
０

－

１
０

－

３
７
７
４

◇
匿
名
通
報
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

９
２
４

－

８
３
９

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署
刑

事
課　

☎
84

－

０
１
１
０



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【～9月30日まで 届出】

住所 父母の名 子の名

荒砥甲 五十公野
透 詩

し

　乃
の

智子

箕和田 迎田
和明 李

り

世
ぜ

亜
あ

恵子

鮎　貝 小口
智 幸

こう

　大
だい

千夏

鮎　貝 信夫
武彦 慧

けい

幸子

荒砥甲 花輪
有紀 澪

れい

　那
な

育美

萩　野 鈴木
寿季 心

ここ

　寧
ね

亜砂美

　　氏　　　名　　　  住所

（川　井　久　大　　畔　藤

長谷部　真　子　　荒砥甲

ご結婚おめでとう

 住所　　  氏　　名  　年齢

鮎　貝　北　村　か　よ　93

畔　藤　大　木　松　造　79

荒砥乙　海老名　さ　た　88

鮎　貝　佐　藤　佐　一　83

畔　藤　新　野　源　一　90

中　山　沼　澤　ひろゑ　94

鮎　貝　渡　辺　與四郎　89

萩　野　紺　野　茂　男　92

浅　立　鈴　木　き　よ　91

高　岡　土　屋　貞　夫　76

荒砥乙　安　部　哲　男　86

荒砥甲　新　野　タ　マ　92

荒砥乙　成　田　　透　　74

高　玉　今　野　ゑ　　　79

高　岡　打　田　和　雄　63
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▼
白
鷹
町
誕
生
60
周
年
の
特
別
記
念

講
演
に
宇
宙
飛
行
士
の
星
出
彰
彦
さ

ん
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
宇
宙
に
行

く
な
ど
と
は
私
に
は
「
夢
の
ま
た
夢
」

の
よ
う
な
こ
と
で
す
が
、
現
実
に
宇

宙
に
滞
在
し
た
星
出
さ
ん
の
お
話
を

間
近
で
聴
く
こ
と
が
で
き
、
会
場
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
宇
宙
に
つ
い
て

た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
ま
し
た
。
星

出
さ
ん
を
見
つ
め
て
い
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
将
来
、
宇
宙
飛
行
士
が
誕

生
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

▼
朝
晩
の
空
気
が
冷
た
く
な
り
、
秋

が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
の
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
先
日
、
町
外
の
方
か
ら
、「
今

年
の
そ
ば
ま
つ
り
は
い
つ
で
す
か
？
」

と
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
白
鷹
の
新
蕎
麦
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
早
く
も
新
蕎

麦
の
季
節
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。
　
　
　
（
す
だ
）
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